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10 月 5 日開催「交通安全教室（角館こども園）」10 月 5 日開催「交通安全教室（角館こども園）」
  ( 関連ページ ： ２５ページ）  ( 関連ページ ： ２５ページ）



年度 歳入総額 歳出総額 差引額 実質単年度収支

3年度 227 億2,650 万9 千円 221 億6,620 万6 千円 5 億6,030 万3 千円 2 億2,106 万7 千円

4年度 229 億9,609 万1 千円 224 億4,470 万6 千円 5 億5,138 万5 千円 ▲ 2 億2,061 万円

5年度 240 億6,069 万4 千円 235 億7,914 万5 千円 4 億8,154 万9 千円 ▲ 6 億7,826 万5 千円

6年度 259 億1,952 万9 千円 252 億4,426 万4 千円 6 億7,526 万5 千円 1 億6,614 万3 千円

7年度 292 億1,854 万8 千円 288 億2,756 万9 千円 3 億9,097 万9 千円 ▲ 2,492 万3 千円

決算をお知らせします
問 仙北市財政課  ☎ 43-1113

　令和 7 年度一般会計の決算額は、歳入総額 292 億 1,854
万 8 千円、歳出総額 288 億 2,756 万 9 千円、歳入歳出の差
引額が 3 億 9,097 万 9 千円です。これから次年度に繰り越
した事業の財源を差し引き、さらに基金の取り崩し額を控除
した実質単年度収支では赤字となりました。これは、ふるさ
と仙北応援基金をはじめとする基金の取り崩しなどを行い
やりくりしていることを意味しています。

歳入歳出差引額は歳入歳出差引額は
33 億億 9,0979,097 万万 99 千円千円の黒字の黒字

令和 7 年度

実質単年度収支額は実質単年度収支額は
2,4922,492 万万 33 千円 千円 の赤字の赤字

（前年度比（前年度比▲ 11億億 9,1069,106 万万 66 千円）千円）

292億1,854万8千円総額歳入一般会計

県支出金分担金及び
負担金

自主財源　41.4% 依存財源　58.6%

使用料及び手数料

財産収入
諸収入

地方消費税交付金

繰越金
2 億4,150 万5 千円

95 億6,336 万5 千円

12 億2,044 万2 千円

  4 億 2,482 万 9 千円

965 万2 千円

4,015 万1 千円

市税
28 億
7,366 万

4 千円

その他

国庫支出金繰入金寄附金

維持補修費 災害復旧事業費

投資及び出資金

貸付金

9 億518 万9 千円

6 億2,738 万8 千円

3 億5,120 万円

3 億7,914 万円

人件費 物件費 扶助費 補助費等 公債費 繰出金
36 億5,300 万円 32 億

7,270 万
5 千円

55 億1,432 万5 千円 21 億
8,280 万

7 千円

25 億
7,917万円

288億2,756万9千円歳出（性質別） 総額一般会計

積立金

労働費

農林水産業費

商工費

議会費 1 億5,041 万2 千円
7,557 万6 千円

8 億4,542 万4 千円

総務費 民生費 衛生費
108 億6,697 万3 千円 28 億

9,211 万
               5 千円

53 億9,652 万3 千円
土木費

教育費 16 億2,266 万8 千円

公債費
21 億
8,280 万

7 千円

8 億5,417 万8 千円消防費

10 億8,866 万5 千円

歳出（目的別）一般会計

普通建設事業費
      46 億
        1,118 万
                         4 千円

15 億428 万2 千円

3 億4,316 万9 千円災害復旧費

【財政調整基金・ふるさと仙北応援基金の推移】

　ふるさと仙北応援基金（ふるさと納税）などにより財源が確保されていますが、令和 7 年度については、
普通交付税及び特別交付税の増額、ふるさと仙北応援基金繰入金を当該事業費以外の事業費への充当が増額
となったことなどにより、財政調整基金が R6 年度末残高から約 6 億 8,120 万円増加しています。
　仙北市では、財政調整基金繰入金やふるさと納税に頼った予算編成となっており、ふるさと納税制度など
の今後の動向によっては、維持できなくなる可能性があります。 

39 億7,723 万円 36 億
657 万

6 千円

3 億6,350 万円

9 億8,465 万7 千円

地方交付税

7 億208 万3 千円

21 億
5,608 万

8 千円

市債
30 億

5,480 万
6 千円

市税  市民税や固定資産税など
分担金及び負担金  老人保護措置徴
　収金など
使用料及び手数料  施設使用料や戸
　籍等の証明書交付手数料など
財産収入  貯金利子や市所有物の売
　却収入など
寄附金  寄附でいただいたお金

繰入金  ほかの会計から繰り入れし
　たお金
繰越金  前年度残ったお金
諸収入  貸付金の元利収入など
地方消費税交付金  消費税から一定
　の基準で地方に交付されるお金
地方交付税  地域間の財政力格差を
　調整するために国から交付される
　お金

国庫支出金  特定の事業に対し、国
　から交付される補助金など
県支出金  特定の事業に対し、県か
　ら交付される補助金など
市債  大きな事業を行うために借り
　入れるお金
その他  地方譲与税、各種交付金など

用 語 解 説

32 億
4,717 万

9 千円

25 億
905 万

          9 千円

年度 財政調整基金 積立額 取崩額 ふるさと
仙北応援基金 積立額

取崩額
返礼品などへ
充てた分

各種事業に
活用した額※

3年度 13 億7,143 万
2 千円

3 億3,545 万
2 千円

0 円
6 億5,437 万

4 千円
11 億630 万

6 千円
6 億

4,971 万円

5 億
6,079 万

6 千円

4年度 13 億6,719 万
9 千円

2 億4,948 万
4 千円

2 億5,371 万
7 千円

8 億3,056 万円
18 億

5,003 万円
10 億8,409 万

8 千円
5 億8,974 万

5 千円

5年度 10 億8,531 万
1 千円

2 億6,602 万
5 千円

5 億4,791 万
3 千円

12 億9,499 万
6 千円

25 億413 万
6 千円

14 億
8,262 万円

5 億
5,708 万円

6年度 12 億3,037 万
6 千円

2 億107 万
3 千円

5,600 万8 千円 19 億3,423 万円
36 億6,321 万

6 千円
20 億3,616 万

7 千円
9 億8,781 万

5 千円

7年度 19 億1,157 万
4 千円

6 億8,119 万
8 千円

0 円
25 億5,364 万

2 千円
40 億2,888 万

1 千円
19 億5,488 万

2 千円
14 億5,458 万

7 千円

▲印の年度は、単純な収支では黒字に見えるが、実質的には基金などの取り崩しを行い赤字だった年度

※応援メニューの事業（子育て・教育・文化・産業振興など）の財源として活用

22Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations33 20262026--1111広報せんぼく広報せんぼく



会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業
収益的収支 43 億8,953 万円 52 億3,019 万1 千円 ▲ 8 億4,066 万1 千円

資本的収支 3 億1,822 万8 千円 5 億7,491 万7 千円

温泉事業
収益的収支 5,818 万3 千円 6,022 万3 千円 ▲ 204 万円

資本的収支 3,605 万4 千円 3,612 万円

水道事業
収益的収支 5 億1,062 万9 千円 6 億4,858 万9 千円 ▲ 1 億3,796 万円

資本的収支 5 億4,642 万9 千円 7 億5,522 万2 千円

下水道事業
収益的収支 8 億7,012 万4 千円 8 億8,187 万円 ▲ 1,174 万6 千円

資本的収支 5 億1,573 万5 千円 6 億8,504 万2 千円

※収益的収支については、消費税及び地方消費税を除く（損益計算書から）。

会計名 歳入総額
(A)

歳出総額
(B)

歳入歳出差引額 (C)
(A-B)

繰越事業費
繰越財源 (D)

実質収支額
(C-D)

集中管理 43 億100 万3 千円 43 億100 万3 千円 0 円 0 円 0 円

国民健康保険
（事業勘定） 25 億8,425 万1 千円 24 億6,474 万7 千円 1 億1,950 万4 千円 40 万円 1 億1,910 万4 千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定）

6,907 万9 千円 6,336 万2 千円 571 万7 千円 565 万4 千円 6 万3 千円

後期高齢者医療 4 億2,630 万7 千円 4 億2,620 万円 10 万7 千円 0 円 10 万7 千円

介護保険 5 億739 万5 千円 5 億733 万7 千円 5 万8 千円 0 円 5 万8 千円

生保内財産区 9,329 万8 千円 6,498 万5 千円 2,831 万3 千円 0 円 2,831 万3 千円

田沢財産区 2,915 万6 千円 2,195 万3 千円 720 万3 千円 0 円 720 万3 千円

雲沢財産区 784 万6 千円 631 万2 千円 153 万4 千円 0 円 153 万4 千円

収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発
生すると見込まれる全ての収益とそれに対応する全て
の費用のことです。したがって、減価償却費のように
現金支出を伴わない支出についても費用に含まれま
す。

資本的収支とは…
　効果が次期以上におよび将来の収益に対応する支出
とその財源となる収入のことです。施設の整備や企業
債の償還元金などの支出、これに要する資金としての
企業債収入なども資本的収支に含まれます。

決算は仙北市ホームページからもご覧いただけます
（https://www.city.semboku.akita.jp/government/information/kessanjyokyo.html）

収入・支出公営企業会計

歳入・歳出特別会計

用 語 解 説

道路や公園の整備などまち
づくりのためのお金

火災・自然災害などの防災
活動のためのお金

学校などの整備や教育振興
のためのお金

観光や商工業の振興のため
のお金市議会運営のためのお金議議会費 6,818 円

行政運営のためのお金 492,565円総務費

子どもやお年寄り、体の不
自由な方などの福祉のため
のお金

244,607円民生費

ごみ処理や市民の健康のた
めのお金 131,090円衛生費

働く機会の確保や労働環境
を改善するためのお金 3,426 円労働費

農林水産業の振興と育成
のためのお金

農林
水産業費 49,346 円

商工費 38,320 円

土木費 113,728円

消防費 38,717 円

教育費 73,550 円

市の借入金の返済のための
お金公債費 98,940 円

内訳は…。内訳は…。合計 1,306,662円

令和 8 年 3 月 31 日現在の人口 22,06222,062人人で計算で計算

人口 1 人当たりに換算すると…。人口 1 人当たりに換算すると…。

災害復旧のためのお金災害
復旧費

15,555 円

基金現在高
　財源不足への備えや、地域振興などの特定目的に活
用するための積立金の現在高。

（前年度比＋ 13 億 2,364 万 3 千円）

56 億7,098 万6 千円

地方債現在高
　道路、河川、学校などの施設整備のために借り入れ
た地方債（長期借入金）の現在高。

（前年度比＋ 9 億 6,856 万 6 千円）

218 億5,465 万8 千円

財政力指数
　財政力を表す指標で、「標準的な行政を行うために
必要な財源に対する市税などの自主財源の割合」の過
去 3 か年の平均値。「1」に近いほど財源に余裕があり、
地方交付税や補助金などへの依存度が高いほど低い数
値になります。
　仙北市は市税の割合が歳入の 9.8％で、県内の多く
の市町村と同様、地方交付税への依存度（32.7％）が
高くなっています。

0.27

経常収支比率
　財政構造の弾力性を表す指標で、市税や地方交付税
など（一般財源）を人件費や扶助費、公債費など（経
常的経費）にどのくらい割り当てられているかを表す
指標。この比率が高いほど、財政は硬直化しているこ
とになります。
　仙北市は前年度（97.4％）と比較し 1.7％下回って
いますが、引き続き事業の効率的な実施や見直しを図
り、財政の健全化に努めます。

95.7％

実質公債費比率
　標準的な行政サービスを行うための財政規模（標準財
政規模）に対する市の借金返済金（公債費※地方債の
元利償還金、下水道や病院などの元利償還金に対する負
担金、繰出金なども含む）の割合。この比率が高いほ
ど、財政の硬直性が高く、18％未満が望ましいとされ、
25％を超える団体は地方債の一部が制限されます。
　仙北市は、前年度（8.9％）と比較し 0.7% 上回りま
したが、直近で最も比率の低かった令和 4 年度単年の
比率が 3 か年平均の算入除外となったため、3 か年平
均で求められる実質公債比率としては前年度から増加
となりました。

9.6%

仙北市の財政指標

令和 7 年度普通会計決算統計から

▶

▶

▶

▶

▶
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※画像はイメージです

市役所からのお知らせ
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全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

　
完
全
予
約
制
に
よ
る
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
、
お
手
元
に
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
が

届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い
ま
す
。

※�

交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り
ま
す
。
ま
た
時

間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館
庁
舎
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
各

交
付
日
の
２
日
前
ま
で
に
電
話
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
が
田

沢
湖
庁
舎
、
西
木
庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
、
２
日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
角
館
庁
舎
に
て
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ

い
て
は
原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

時
間
外
交
付
日
時
／
11
月
11
日
、
11
月
25

日
、
12
月
９
日
、
12
月
23
日

※
17
時
15
分
～
19
時
ま
で

●�

持
参
す
る
物
／
詳
細
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ
キ
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ

ガ
キ

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

※�

紛
失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

本
人
確
認
書
類

※�

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う

ち
１
点
。
こ
れ
ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健

康
保
険
の
資
格
確
認
書
ま
た
は
年
金
手
帳（
年

金
証
書
で
も
可
）お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」

ま
た
は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類（
社

員
証
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者
証
な
ど
）。

▼�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の

み
）

●�

予
約
連
絡
先
／
国
保
市
民
課 

市
民
係

　
☎
43ｰ

３
３
０
７

（
各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
）

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ

で
の
証
明
書
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は

窓
口
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
国
保
市
民
課

　
☎
43ｰ

３
３
０
７

「
安
全（
防
災
）・
安
心（
防
犯
）・
快
適（
エ
コ
）で

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
・
家
づ
く
り
の
集
い
」に
つ
い
て

　
近
年
、
住
宅
へ
の
侵
入
盗
難
や
自
然
災
害

に
よ
る
住
宅
被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
安
全

な
住
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
催
事
は
、
防
犯
・
防
災
性
能
を
備
え

た
ガ
ラ
ス
を
通
じ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

意
識
を
高
め
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
住
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
一
般
社
団
法
人
板
硝
子
協
会

と
全
国
複
層
硝
子
工
業
会
の
協
力
に
よ
り
、

防
犯
・
防
災
ガ
ラ
ス
と
省
エ
ネ
複
層
ガ
ラ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
に
広
く
紹
介
す

る
催
事
を
開
催
し
ま
す
。
防
犯
・
防
災
に
関

心
の
あ
る
方
、
建
築
関
係
の
事
業
者
の
皆
さ

ま
、
省
エ
ネ
対
策
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
20
日
㈮

　
開
演 

13
時
30
分
～
15
時(

開
場
13
時)

●�

会
場
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー（
仙
北
市
角
館

町
中
菅
沢
）

●
内
容
／

▼�

実
物
大
の
窓
に
よ
る
ガ
ラ
ス
破
壊
実
演

▼�

ガ
ラ
ス
体
感
機
に
触
れ
る
こ
と
で
分
か
る

省
エ
ネ
ガ
ラ
ス
の
凄
さ

▼�

先
進
的
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
お
け
る

補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

※�

戸
建
住
宅
の
場
合
、
窓
交
換
や
内
窓
設
置
な
ど

の
高
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、
国
の
補
助

金
最
大
1
０
０
万
円

●�

申
込
／
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
し
込
み
、
ま
た
は
電
話
で
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

●
入
場
料
／
無
料

●
問
合
せ
／
商
工
課

　
☎
43ｰ

３
３
５
１

国
道
３
４
１
号
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て

　
仙
北
市
と
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
大

曲
電
力
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
度
に
自
然

災
害
時
に
多
発
す
る
倒
木
に
よ
る
停
電
や
道

路
閉
塞
な
ど
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

支
障
と
な
る
樹
木
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
国
道
３
４
１
号
に

お
い
て
伐
採
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
期
間
で
一
部
片
側
交
互

通
行
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

実
施
箇
所
／
国
道
３
４
１
号（
田
沢
湖
田

沢
字
先
達
地
内
）

●
実
施
期
間
／ 

11
月
9
日
㈪
～
11
月
27
日
㈮

●
問
合
せ
／

▼�

作
業
に
関
す
る
こ
と
／
東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱

  

☎
０
１
２
０ｰ

１
７
５ｰ

３
６
６

▼�

道
路
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
仙
北
地
域

振
興
局
建
設
部

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

８
１
４
１

伐採区間

申
込
フ
ォ
ー
ム
→
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「
税
に
関
す
る
習
字
」、「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
に
関
す
る
習
字
」と「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」の
作
品
展
示

　
子
ど
も
た
ち
の「
税
」に
対
す
る
意
識
の
浸

透
を
目
的
と
し
て
、
例
年
実
施
し
て
い
る「
税

に
関
す
る
習
字
」と「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

に
つ
い
て
、
今
年
も
市
内
小
・
中
学
生
を
対

象
に
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
を
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ま
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
納
税

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
展
示
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
と
も
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
㈱
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店

●
期
間
／
11
月
9
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

※�

受
賞
作
品
の
紹
介
は
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
収
納
推
進
課

　
☎
43ｰ

１
１
２
３

過去の掲示の様子

　
市
で
は
、
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
に
仙

北
市
で
の
暮
ら
し
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う「
移
住
体
験
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
移
住
体
験
事
業
の
周
知
を
か
ね

て「
冬
の
雪
国
暮
ら
し
」を
テ
ー
マ
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
雪
か
き

や
冬
の
生
活
対
策
、
光
熱
費
、
雪
道
の
運
転

な
ど
、雪
国
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、

先
輩
移
住
者
が
リ
ア
ル
な
体
験
を
お
話
し
し

ま
す
。
市
外
・
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族

や
ご
友
人
な
ど
、
仙
北
市
へ
の
移
住
を
考
え

て
い
る
方
に
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
24
日
㈫ 

12
時
～
13
時

●�

会
場
／
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
）

●
参
加
費
／
無
料

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
移
住
体
験
サ
ポ
ー
ト
業

務
受
託
事
業
者 

㈱
リ
ベ
ン
リ
秋
田

　
☎
０
５
０ｰ

３
１
５
４ｰ

１
１
０
５

冬
の
暮
ら
し
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ど
う
？ 

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

参
加
は
こ
ち
ら
→

　
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｗ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｗ

ａ
ｒ
ｄ
ｓ 
２
０
２
７
」は
、身
近
な
人
の「
困

り
ご
と
」や「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
の
に
」と

い
う「
ま
だ
声
に
な
っ
て
い
な
い
願
い
」を
出

発
点
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
解
決

策
を
形
に
す
る
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ア
プ
リ
開
発
の
経
験

が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方

や
大
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
自
宅
か

ら
参
加
で
き
る
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
会

で
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
楽
し
さ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
会
へ
の
参
加
ま
た
は
大
会

へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
選
択
で
き
ま
す
。

●
開
催
形
式
／
オ
ン
ラ
イ
ン

●�

対
象
／
2
０
２
７
年
3
月
時
点
で
12
歳
か

ら
19
歳
ま
で
の
日
本
在
住
者

●�

参
加
形
態
／
個
人
ま
た
は
4
人
ま
で
の

チ
ー
ム

●�

経
験
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ア
プ
リ
開
発

経
験
不
問

●
体
験
会
参
加
費
／
無
料

●�

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
／
12
月
6
日
㈰

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課

　
☎
43ｰ

１
１
１
２

10
代
の
挑
戦
を
応
援
！

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｗ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ａ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ 

２
０
２
７
」

サ
イ
ト
→

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
障
が
い
者
施
策
の
推

進
に
向
け
た
検
討
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、

在
宅
の
障
が
い
児
・
者
な
ど（
難
病
等
患
者
や

こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
を
含
む
）の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
調
査
を
行
い

ま
す
。

●�

調
査
対
象
地
区
／
国
勢
調
査
の
調
査
区
か

ら
厚
生
労
働
省
が
無
作
為
に
選
定
し
、
仙

北
市
で
は
生
保
内
字
街
道
ノ
上
、
宮
ノ
後

の
一
部
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

●
調
査
対
象
者
／

▼�

障
が
い
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方

▼�

障
が
い
者
手
帳
は
お
持
ち
で
な
い
が
、
難

病
の
方
、
長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方

●�

調
査
の
方
法
／
11
月
１
日
か
ら
調
査
員（
市

職
員
）が
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

な
ど
を
説
明
の
う
え
、
調
査
対
象
と
な
る

方
に
の
み
調
査
票
を
配
布
し
、
記
入
お
よ

び
郵
送
に
よ
る
返
送
を
依
頼
し
ま
す
。

●�

調
査
事
項
／
年
齢
、性
別
、障
が
い
の
原
因
、

住
居
、
就
労
・
就
学
の
状
況
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
状
況
、
利
用
希

望
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

●�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
／
調
査
票
に
は

名
前
を
書
く
欄
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

な
た
が
書
か
れ
た
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
の
保
護
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
福
祉
政
策
課

　
☎
43ｰ

２
２
８
８

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

　
令
和
８
年
分「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
に
は
、
令
和
９
年
２
月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
は
そ
の
保
険
料
も
併
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
で
き

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
控
除
証
明
書
の
電
子
デ
ー

タ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
／

▼�

国
保
市
民
課

  

☎
43ｰ

３
３
１
６

▼�

大
曲
年
金
事
務
所

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

「
い
い
み
ら
い
」11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
が
年

金
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自
身
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
と
し

て「
い
い
み
ら
い
」11
月
30
日
を「
年
金
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
将
来
の
年
金
見
込
額
を
確
認
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／

▼�

国
保
市
民
課

  

☎
43ｰ

３
３
１
６

▼�

大
曲
年
金
事
務
所

  

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

●�

業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設
作

業
員

●�

雇
用
期
間
／
12
月
１
日
㈫
～
令
和
９
年
３

月
31
日
㈬

●�

勤
務
地
／
建
設
課（
角
館
庁
舎
ま
た
は
田

沢
湖
庁
舎
）

※�

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●�

募
集
期
間
／
11
月
13
日
㈮
ま
で

●�

申
込
報
告
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
の
紹
介
状
を
建
設
課
に
ご
持
参
く
だ
さ

い（
郵
送
不
可
）。

●
問
合
せ
／
建
設
課

☎
43ｰ

２
２
９
４

建
設
課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
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市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

神代・西明寺・桧木内小学校の統合校

 「小学校名」を
3案に絞りました

令和10年4月開校予定

学校統合の準備状況は
こちらから→

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

　自力で除雪することが困難な高齢者世帯などに対して除排雪や雪下ろしの費用の一部
を助成することにより、冬期間、安心して生活ができるよう支援することを目的とします。
※�昨年利用した方でも、事業を利用する場合は毎年申し込みが必要となります。
●�利用対象者と助成額／仙北市に住所を有し、現に居住している次のいずれかに該当する

世帯とします。ただし、別居の親族や近隣からの支援がある世帯や生活保護世帯は除き
ます。また、登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決定されたときは、業者登録
を取り消させていただきます。

※登録業者などの一覧は、利用決定通知と一緒にお知らせするほか、仙北市ホームページでも公開しています。

今年度も【仙北市高齢者世帯等除雪支援事業】を行います

対象世帯 市民税課税状況 助成限度額

① 満75歳以上の高齢者のみで構成される世帯

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

市民税所得割課税世帯 10,000円

②
「市民税非課税世帯」または「市民税均等割のみ課
税世帯」で、身体障害者手帳１級～３級・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳の所持者、介護保険要介
護度3 ～５のみで構成される世帯

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

③ ①と②に規定する者のみで構成される世帯 市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円
④ ③並びに、「市民税非課税」または「市民税均等割のみ

課税」となる満18歳未満の者のみで構成される世帯 市民税所得割課税世帯 10,000円

⑤
そのほか特別な理由のある方で市長が認めた世帯

（特別な理由を確認するため第三者の意見が必要となり
ますので、申請窓口でご相談ください。）

市民税非課税世帯 40,000円

市民税均等割のみ課税世帯 35,000円

高齢者世帯など
除雪困難世帯

市役所 登録事業者

①支援事業の申請

利用券
￥2000②除雪利用券の交付

③除排雪の依頼

④除排雪の作業

⑤除雪費用の一部を
利用券で支払い

 ⑥受領した利用券で
　 費用を請求

⑦利用券分の除雪
費用を支払い

事業者登録申請

事業者登録決定通知

業者や団体、個人など

仙北市高齢者世帯等除雪支援事業の流れ

　８月に 177校名案の応募をいただいた中から、統合準備委員会において
９月の１次選定で 39案を、さらに 10月15日までに２次選定で 14案を、
３次選定で３案を選定しました。
　今後、教育委員会会議において４次選定を行い「最終校名案」を決定しま
す。その後、市議会において仙北市立小中学校条例の改正をもって正式決
定となる予定です。

校名案 よみがな 応募者が校名に込めた思い

北浦 きたうら
統合3校の学区が伝統的に北浦と呼ばれる地域に属し馴染みがある。厳密には奥北浦
と呼ばれる地域ではあるが、「一般的に北浦と言えば奥北浦地域」を指すという郷土資
料などもある。

桧明神 ひめがみ 伝統ある 3校の文字を組み合わせた。生徒のみなさんが、毎日雨にも負けず、風にも
負けず明るく登校してほしいという願いを込めた。

若葉 わかば
緑豊かな仙北市で健やかに成長する子どもたちのイメージにふさわしい。神代出身の
作曲家・平岡均之氏の『若葉』は、音楽の教科書に掲載された童謡で、３地区の風景や
伸びゆく子どもたちと重なる。

「仙北市立（校名案）小学校」 ※4次選定では、校名案に仙北を冠することも含め協議し、選定を行います。

　自力で除雪することが困難と認められた高齢者世帯な
どに、除排雪や雪下ろしに係る費用の一部を助成し、冬
期間安心して生活ができるよう支援することを目的とす
る事業です。この除雪支援に協力できる登録業者などを
募集します。
●事業の登録業者など／
①仙北市内に住所を有する法人
　�（例）�シルバー人材センター、株式会社、有限会社、公

益社団法人、社会福祉法人など
②会則を有する団体
　�（例）�町内会、地域運営体、ボランティア団体、老人ク

ラブなど
③個人事業者
　�（例）�建築業、大工、左官、塗装、水道、ガス会社など

の個人業者、または個人
※�なお、市はこの事業における作業事故および揉めごとに関する

責任を負いません。
●�登録申請先／
　�福祉政策課（角館庁舎）、田沢湖・西木市民センターお

よび各出張所窓口にある「登録届」に、必要事項をご記
入のうえ、最寄の窓口に提出してください。 

●登録有効期間／
　�登録証を通知した日から当該年度における 3月31日ま

でとします。ただし、市長もしくは登録業者などから
特段な意志表示が行われないときは、更新したものと
みなします。

※�一度登録したのち、登録終了届を提出しない限り、現在も更新
されています。

●注意事項／
　�登録除雪業者の方で、除雪支援の事業利用が決定され

たときは、業者登録を取り消させていただきます。
●問合せ／福祉政策課 長寿いきがい係　☎43-2281

【仙北市高齢者世帯等除雪支援事業】の実施にあたり、
除雪支援に協力できる登録業者等を募集します。

●問合せ／教育委員会 学校統合推進室　☎43-3381

ホームページ→

●�対象となる作業／住宅から公道までの除排雪や住宅屋根の雪下ろし（令和8年11月～令和9年3月まで）
※�費用が利用券の額を上回った場合は、差額分の実費を利用者が除雪業者などに支払うことになります。
※市は業者紹介や作業事故および揉めごとに関する責任を負いません。
●�申込方法／広報に折り込みの申請書または、福祉政策課（角館庁舎）、田沢湖・西木市民センターおよび各出張所窓口

にある申請書に、必要事項をご記入のうえ、最寄の窓口に提出してください。
●�申込期間／ 11月2日㈪～令和9年3月12日㈮
●�問合せ／福祉政策課 長寿いきがい係　☎43-2281

本年度から 75歳以上の
市民税課税世帯も

助成対象となります。 
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市役所からのお知らせ

福祉医療制度（マル福）について福祉医療制度（マル福）について

対象者（区分） 年齢や要件
乳幼児（未就学児）、
小中学生並びに高校生など ・�０歳児から 18歳に達する日以後の最初の 3月31日までの間にある児童

ひとり親家庭などの児童
・ひとり親家庭
・父母のいない児童
・�父または母が１～２級程度の身体障

害者手帳を持つ家庭の児童 

・�０歳児から 18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある児童
※所得制限があります（基準を超える場合、乳幼児区分で対象となります）。

重度心身障害（児）者

・�身体障害者手帳１～３級を持っている方
・療育手帳Ａを持っている方
・�精神障害者保健福祉手帳1級所持者かつ自立支援医療（精神通院）支給認定

者� �（精神病床の入院は助成対象外です）
※�社会保険本人は所得制限があります。

高齢身体障害者
・�65歳以上で身体障害者手帳４～６級を持っている方
※社会保険本人は該当しません。
※所得制限があります。

福祉医療制度（マル福）について福祉医療制度（マル福）について
福祉医療費受給者（マル福）の対象ではありませんか？
　下の表の要件を満たす方は、申請すると「福祉医療費受
給者証（マル福）」が交付される可能性があります。診療
を受ける際に受給者証を医療機関に提示すると、保険診
療の自己負担分が助成されます。現在、福祉医療費受給
者の要件を満たしているにもかかわらず、まだ申請をさ
れていない方は国保市民課（角館庁舎１階４番窓口）また
は、お近くの市民センター、出張所の福祉医療担当窓口
にお申し出ください。
●申請の際お持ちいただくもの
▶�健康保険情報のわかる書類（資格確認書や資格情報のお

知らせ）
▶��身体障害者手帳など（お持ちの方のみ）
▶��来庁者の本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許

証など）
●�問合せ／国保市民課 国保年金係
　☎43-3316

福祉医療費受給者証（マル福）をお持ちの方へ
　次のような変更などがあった場合は、届出が必要です。
国保市民課（角館庁舎１階４番窓口）または、お近くの市
民センター、出張所の福祉医療担当窓口で手続きしてく
ださい。
▶�加入している健康保険が変わったとき
▶�住所や氏名が変わったとき　
▶��ひとり親家庭になったとき・ではなくなったとき（事実

婚を含む）　
▶�転出、死亡したとき　
▶�身体障害者手帳、療育手帳などの等級が変わったとき　
▶��受給者証を紛失、汚損、破損したとき
●届出の際お持ちいただくもの
▶�現在交付されている福祉医療費受給者証（マル福）
▶�健康保険情報のわかる書類（資格確認書や資格情報のお

知らせ）
▶�身体障害者手帳など（お持ちの方のみ）
▶��来庁者の本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許

証など）

●対象となる方

令和8年熊本地震災害義援金について
8月5日から 9月25日まで、各市民センター・出張所において

受付を行いました義援金は、47,502円となりました。
この義援金は、日本赤十字社を通じ、被災された方々へお届けします。

市民の皆さまの温かいご支援に対し、感謝を申し上げます。

●問合せ／総務課　☎43-1111

新規入園希望
⇒こども家庭センター、田沢
湖・西木市民センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（11月16 日まで）

3歳未満の児童
（令和 6 年 4 月 2 日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（令和3年4月2日～
令和6年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（11月16日まで）

入園許可書の通知（令和 9年1月頃）
支給認定証の交付（令和 9 年 2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聞き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 8 年 12月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和 9年2月）

問合せ：こども家庭センター
　　　　☎ 43-2280

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園

認定こども園・保育園認定こども園・保育園

入園案内入園案内
令和令和99年度年度 10/23 金～

11/2 月～11/16 月

▶こども家庭センター（角館庁舎）
▶田沢湖・西木市民センター
▶各出張所

申込書類
配布開始

施設利用案内・
申込書配布場所

申込期間

保育料について
　認定こども園・認可保育園の保育料は、0 歳児～ 2 歳児は全額助成、3 歳児～ 5 歳児は無償
化となっています。
保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれかに該当することが必要です。
☑就労 ☑妊娠・出産 ☑保護者の疾病、障がい ☑同居者の介護など ☑災害復旧 ☑求職活動 ☑就学 
☑虐待やＤＶの恐れがある ☑育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続利用が必要
☑その他、上記に類すると認められる場合　※その他詳細は、配布する施設利用案内をご覧ください。

ご
利
用
前
に
確
認
を
！

施設利用手続きの流れ

施設名 定員

だしのこ園 ☎43-1025 田沢湖生保内字武蔵野 117-263   89 人

神代こども園 ☎44-2502 田沢湖神代字珍重屋敷 89-3   64 人

にこにここども園 ☎47-2525 西木町門屋字六本杉 2-1   51 人

角館こども園 ☎53-2918 角館町中菅沢 91-1  170 人

幼稚園と保育園の特徴を
あわせ持った施設です

幼保連携型 認定こども園

教育時間利用
▶入園対象　3 歳～就学前の児童
▶利用時間　月～金曜日 8:30 ～ 15:30
※土・日曜日、祝日、長期休業、年末年始を除く
　教育時間以外で預かり保育事業も実施します。
保育時間利用
▶入園対象　0 歳（産休明け満 8 週経過後）～　就学前の児童
▶利用時間　月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間
※日曜日、祝日、年末年始を除く

※�すでに入園されている児童へは、在籍している園より
配布しています。

施設名 定員
市立白岩小百合保育園 ☎ 54-1083
角館町白岩上西野 93-1　

30 人

市立角館西保育園 ☎ 53-2522
角館町雲然田中 437-2　

30 人

認可保育園

▶�入園対象　�0 歳（産休明け満 8 週経過後）～
就学前の児童

▶�利用時間　�月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの
保育を必要とする時間

※日曜日、祝日、年末年始を除く

〈運営主体〉
社会福祉法人 はなさき仙北

〈運営主体〉
仙北市

詳しくは、仙北市ホームページから
確認できます。

配布しています

●電子申請ができるようになりました
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公認心理師・臨床心理士があなたの相談を親身にお聴きします！

こころの相談

　病気や健康、家族問題、からだや心の悩み、人
間関係、仕事や生活の不安、子育て、近隣関係な
どひとりで悩まないで、声を出してみませんか。
話せるところから、ゆっくり話してみませんか。

相談日 ▼ �1111 月月 55 日日  ㈭ 午後のみ・ 1313 日日  ㈮・
　　　　　�　　　　　�2020 日日  ㈮ 午後のみ・ 2626 日日  ㈭ 午前のみ・

2727 日日  ㈮ 午前のみ
時　間 ▼午前／① 10:00 ～　② 11:00 ～

　　  午後／③ 13:30 ～　④ 14:30 ～
場　所 ▼角館庁舎
相談方法 ▼ �１回 50 分　面談または電話
　　　　　（要予約・相談無料）
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

※秘密厳守

若者同士で交流しましょう♪

若者の居場所
　「若者の居場所」とは、心の重荷をおろす場所です。 
辛い、苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が
悪い、社会の中で生きづらいと感じているすべての若
者が対象です。一緒にお茶を飲んだり、おやつを食べ
たり、ちょっとしたゲームをしながら若者同士で交流
しましょう。ひとりで抱え込まず、まずは足を運んで
ください。お待ちしています。

相談日 ▼ 1111月月1717日日 ㈫　※予約不要
時　間 ▼ 14:00 ～ 16:00
場　所 ▼  角館交流センター（第２研修室）
参加費 ▼  無料
主　催 ▼ �NPO 法人 KOU
               （あきた若者サポートステーション運営団体）
問合せ ▼大屋みはる  ☎ 018-853-4367

かだれ！

　一緒にお茶を飲んだり、認知症予防ゲームを楽
しんだり、やりたいことをやりましょう！開催時
間内に個別にお話（相談）もお聴きします。
　今、私たちが取り組んでいるのは、集まった人
たちでお互いの「安否確認や困ったときに駆け付
けられる体制づくり」を進めています。「かだれ！」
は、皆さんのお越しを心からお待ちしています！

楽しく一緒に過ごしてみませんか♪

日　時 ▼1111月月1111日 日 ㈬ ・ 2525日 日 ㈬
　　　　    10:00 ～15:00
場　所� ▼健康増進センター （田沢湖病院併設）
　　　　　 調理室・栄養相談室
参加費 ▼ 100円（昼食は各自でご持参ください）
内　容 ▼ �保健師による血圧測定、健康相談、認

知症予防体操、ゲームなど
相　談 ▼ �心理カウンセラー
　　　　　（相談無料 / 秘密厳守）
問合せ ▼小松  ☎090-2975-3450

傾聴ボランティア・集いの場

　笑うことは心身ともに安定し、ストレス軽減
に効果があると言われています。皆さまぜひご
参加ください。

日　時 ▼1111月月2020日日  ㈮
　　　　受付／ 9:40 ～10:00
　　　　 終了予定／ 11:30
場　所 ▼健康管理センター（角館）
内　容 ▼笑いヨガ
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252
※事前申し込みはいりません。

笑いの会

　気になること、心配なこと、楽しみなことなど
を話してみませんか。傾聴ボランティア「えくぼ
の会」では、ゆっくりお茶を飲みながら、会員が
悩みなどをお伺いして、一緒に考えていきます。
開催時間内の都合のよいときにお気軽にお越しく
ださい。

だれかに話をすると安心する

えくぼの会

日　時 ▼ �1111月月1818日 日 ㈬　10:00 ～14:00
場　所 ▼ �角館交流センター
参加費 ▼無料
問合せ ▼保健課  ☎ 43-2252

傾聴ボランティア
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる

 小児科 生後６か月～ 15 歳 ( 中学生 ) までの方

1515 20262026--1111広報せんぼく広報せんぼく

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種および
新型コロナウイルス予防接種新型コロナウイルス予防接種のお知らせ

   10 月 5 日㈪ ～ 12 月 25 日㈮まで（休診日を除く）実施期間

 一般

接種実施日

実施期間中の月曜日～金曜日
※�インフルエンザワクチンと新型コロナウイルスワクチンの

同時接種も可能です。

接種料金 ( １回あたり）※消費税込み

・インフルエンザワクチン：3,850 円
・新型コロナウイルスワクチン：15,600 円
※�新型コロナウイルス予防接種は 60 ～ 64 歳の心臓、腎臓

もしくは呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能の障害を有する方（身体障害者手帳１級程
度）または 65 歳以上の方のみ対象となります。

※�仙北市の予防接種費用助成事業の対象者は助成金額を差し
引いた金額となります。

・�再来受付機（新患は総合受付）にて各科の受付後、フロン
ト前特設窓口へお越しください。

・受付時間：8 時 30 分～ 11 時

当日受付窓口

注意事項

・�当日は、予診票の記入がありますので、受付時間の厳守を
お願いします。

16 歳以上の方

　詳細は当院ホームページをご確認ください
　●問合せ／市立角館総合病院　54-2111

※小児科はインフルエンザ予防接種のみです。

接種実施日

実施期間中の毎週水曜日　※午後のみ

予約方法

・電話（54-2111）でのみ予約を受け付けます。
・受付時間　平日 14 時～ 16 時

・生後６か月～小学６年生まで：2,530 円
・中学生：3,850 円
※�仙北市の予防接種費用助成事業の対象者は接種料金から助成

金額を差し引いた金額となります。

当日受付窓口

・�再来受付機 ( 新患は総合受付 ) にて小児科の受付後、
B ブロック受付にお越しください。

・受付時間：13 時～ 13 時 30 分

注意事項

・�小学６年生までのお子さんについては、２回の接種
が必要となります。１回目の接種した日から４週間
後が２回目の接種予約日となります。

※�１回目の接種の際に、２回目の接種予約日についてご案内
します。

・�当日は、予診票の記入がありますので、受付時間の
厳守をお願いします。

（事前予約必須）（事前予約必須） （予約不要）（予約不要）

接種料金 ( １回あたり）※消費税込み

市立角館総合病院からのお知らせ市立角館総合病院からのお知らせ



保健と健康掲示板 ささえる
つながる
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保健と健康掲示板ささえる
つながる

☕オレンジカフェオレンジカフェのの
ご案内ご案内

カフェの名称 会場 開催日時 連絡先 個人負担

包和花カフェ 神代診療所、じんだい調剤薬局 11 月４日㈬
10 時～ 12 時

43-2283
包括支援センター 無料

下延オレンジ
カフェの会

下延コミュニティセンター
※「あたまとからだの若返り教室」

同時開催

11 月 17 日㈫
14 時～ 16 時

55-5449
代表：藤原 100 円

こみっとカフェ NPO 法人かじか瀬スペース 11 月 18 日㈬
10 時～ 12 時

080-3198-4136
代表：松舘 300 円

包和花カフェ 田沢湖病院 売店前 11 月 25 日㈬
10 時～ 12 時

43-2283
包括支援センター 無料

土曜日の
さわやかカフェ

さわやか桜館 1 階ホール
角館町西長野中泊 126-2

11 月 28 日㈯
13 時 30 分～ 15 時 30 分

52-0003
代表：友永 100 円

オレンジカフェ
ひまわり

グループホーム花みづき 3 号館
地域交流室

11 月 28 日㈯
14 時～ 16 時

42-8671
代表：長澤 100 円

　オレンジカフェは、認知症の方やそのご家族、誰でも気軽に集い、お茶
を飲みながら交流する「集いの場」です。「認知症についてちょっと相談し
たい」「誰かと話してリフレッシュしたい」など、理由はなんでも構いません。
事前予約は不要ですので、どうぞお気軽にお立ち寄りください。
※�感染症の状況などにより、やむを得ずお休みする場合があります。
　お出かけの前に最新の開催状況をご確認いただけると安心です。

●問合せ／包括支援センター　☎ 43-2283
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大腸がん単独検診のお知らせ

地区 日程 会場 受付時間
角館 11 月 6 日㈮ 角館庁舎 1 階

10 時 30 分～ 13 時

西木 11 月 9 日㈪ 西木総合開発センター
（西木庁舎となり）

角館 11 月 10 日㈫ 角館庁舎 1 階

田沢湖
11 月 11 日㈬ 神代就業改善センター

11 月 12 日㈭ ※田沢湖庁舎 1 階

角館 11 月 13 日㈮ 角館庁舎 1 階

◆検診無料対象者◆
仙北市国保加入者、70 歳以上の方、後期高齢者医療保険加入者、
生活保護受給者、市民税非課税世帯の方

40 歳以上の方

便潜血検査 ( 事前に採便容器に 2 日分採便してください ) 500 円

各種健 ( 検 ) 診受診券、マイナ保険証や資格確認書など資格確認ができるもの、
検診料金、採便容器

・�２日分の採便ができない場合や、期限切れの採便容器を使用した場合は検査ができません。
・�採便容器が届いていない方でも、40 歳以上の方は検診を受けることができます。
  採便容器は、保健課、各市民センター、出張所で配布しています。

※�令和 8 年度仙北市けんこうガイドでは「田沢湖総合開発センター」とご案内しておりますが、施設の閉館に
伴い、　「田沢湖庁舎 1 階」に変更しました。受診の際は、お間違いのないようにご確認ください。

歯周病検診のお知らせ
対象となる 20・30・40・50・60・70 歳の方には５月に歯周病検診受診券を
送付しています。まだ受けていない方は、早めの受診をおすすめします。

料金

持ち物

1,000 円

歯周病検診受診券 ( 水色 )、マイナ保険証や資格確認書など
資格確認ができるもの

◆検診無料対象者◆
仙北市国保加入者、生活保護世帯の方、
市県民税非課税世帯の方（証明書の持参が必要です）、70 歳の方

※医療機関に予約の上、受診してください。対象となる医療機関は受診券の裏面に記載されています。
※受診券がお手元にない方は、再発行しますので保健課（43-2252）までご連絡ください。

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

持ち物

対象者

検診内容 検診料金

注意事項

仙北市仙北市健康づくり講演会健康づくり講演会で、健康づくりを始めませんか？で、健康づくりを始めませんか？
　テレビなどでもお馴染みの順天堂大学・
谷本道哉先生をお迎えし、今日から実践で
きる健康づくりのコツを実技を交えて分か
りやすくお話しいただきます。忙しい毎日
でも無理なく続けられるヒントが詰まった
講演会です。お一人での参加はもちろん、
ご家族やご近所の方とお誘い合わせの上、
ぜひお気軽にお越しください。
●�日時／ 11月12日㈭ 
　14時～ 15時30分（受付：13時30分～）
●�会場／角館交流センター 多目的ホール
●�講演内容／

【テーマ】「健康ボディを手に入れよう」
              ～裏切らないからだづくり～

【講師】�順天堂大学大学院スポーツ健康科学
研究科 教授 谷本道哉 氏

●�その他／動きやすい服装でお越しくださ
い。また、健康ポイント記録表をお持ちの
方は、受付でご提示ください。

●�申込先／保健課
●�申込締切／ 11月6日㈮まで電話で申し込

みください。
※�共催 : 仙北市医療協議会、秋田県国民健康保険

団体連合会
●問合せ／保健課
☎ 43-2252

歯周病の原因や予防、治療法については
こちらをご覧ください。 ➡
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茨城県の北に位置し、南北に 40km、東西に 15km と県内で最大の面積があります。
四季を通して温暖な気候で、ぶどう・なし・水稲・常陸秋そばなどさまざまな作物が栽培されて
います。

秋田市は、人流と物流の拠点「秋田駅」、クルーズ船の寄港地「秋田港」、空の玄関口「秋田空港」
を有します。加えて、雄物川、日本海、出羽山地と豊かな自然に接し、県都でありながら四季折々
の風景も楽しめるロケーションが魅力です。

交流提携から19 年
秋田市×常陸太田市×仙北市

　初代当主昌義が最初に居城を構えた佐竹氏発祥の地。佐竹氏の歴史は
ここから始まりました。現在見ることができる土塁や堀切などの遺構は
戦国時代のものと推測されます。地域の人々によって整備されており、
散策もおすすめです。また、市内には中世・戦国時代の城館跡が 50 箇
所以上確認されており、久米城跡や金砂城跡など、佐竹氏のルーツをた
どることができます。

　真言宗豊山派の寺院です。佐竹氏代々の祈願所で、「坂東三十三観音霊場」
の第二十二番札所としても知られます。現在の本堂は室町時代に建てられ
たもので、江戸時代には大改修が行われたとも伝わっています。本堂正面
の花頭窓や柱、外陣の繋ぎ梁の海老虹梁、組物などに桃山建築の特徴がみ
られる貴重な文化財の一つです。

　慶長７年 (1602）に出羽国へ国替えとなった佐竹氏 20 万 5,800 石
の居城です。12 代約 270 年にわたり使用されました。築城は慶長８年
(1603）５月に始められ、翌年８月には初代藩主義宣が入城しました。
その後も城普請は続けられ、寛永８年（1631）頃に完成したと言われ
ています。複数の曲

く る わ
輪（城内の小区画）を備えた平山城（平地にある

丘陵を利用して築かれた城）で、石垣を持たない全国有数の土塁の城
として知られています。
　明治になると、近代公園設計の先駆者である造園家の長岡安平によっ
て公園として整備されました。現在まで千秋公園として市民に親しま
れ、秋田市の名勝に指定されています。
　城内に現存している江戸時代の建物は御物頭御番所（市指定有形文
化財）だけですが、各所に当時の痕跡が残されています。

　初代藩主佐竹義宣の所用と伝えられる甲冑です。兜の前立は熊毛製の毛
虫です。前立は戦場で自分の存在を誇示するとともに戦における縁起を担
ぐもので、「毛虫」をモチーフにしたのは、①毛虫は後退しないことから
敵に背を向けない、②毛虫が食う葉を「刃」に見立て敵を食らう、という
意味があるとされます。
　胴は鉄を洗皮で包んだ特徴的な作りをしています。正面右下に残る鉄砲
の弾痕は、大坂冬の陣で受けたとも、強度証明のための試し撃ちの跡とも
言われています。

常陸
太田市H i

ta

chiota City

秋田市Ak
ita

 City

人口 :43,349人

三市連携交流提携都市
佐竹氏ゆかりの文化財

馬
まさかじょうあと

坂城跡

佐
さ た け じ

竹寺

人
ひといろかわつつみほとけどうくろいとおどしぐそく

色皮包仏胴黒糸威具足

久
くぼたじょうあと

保田城跡

（令和8年4月1日時点）
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人口 :289,439人 （令和8年4月1日時点）

仙北市文化財（1）　仙北市角館伝統的建造物群保存地区
　昭和 51 年（1976）９月４日に国の重要伝統的建造物群保存地区に選
定されました。
　元和６年（1620）江戸時代の初め、芦名氏により大規模な都市計画（町
割）が実施され、その後は佐竹北家の城下町となりました。保存地区は
旧武家町のほぼ中央にあり上・中層武士の屋敷が建ち並ぶところに位置
しています。
　広い通り沿いに黒板塀が連続し、シダレザクラやモミの大木が深い木
立を形成し、江戸時代末期時の屋敷割や主屋・門・蔵の屋敷構え、枡形
など武家町の特性をよく残しています。

仙北市文化財（2）　角館のシダレザクラ
　春に角館の町を彩る国指定天然記念物「角館のシダレザクラ」
は、明暦 2 年（1656）頃、角館を治めていた佐竹北家によって、
京都から苗が持ち込まれたことに由来すると言い伝えられていま
す。現在は計 162 本のシダレザクラが国の天然記念物に指定さ
れており、中には樹齢 300 年以上、直径 1m を超えるシダレザ
クラもあります。市街地内に古くから受け継がれたシダレザクラ
の群として他に類例をみないことから、昭和 49 年（1974）に
国の天然記念物に指定されました。

本丸の正門だった「表門」



2121 広報せんぼく広報せんぼく 2026-112026-11

湖
と

緑
、

   

風
を

感
じ
て

走
る

仙北市病院事業インタビュー！

～信頼される病院を目指して～
　この特集では、仙北市病院事業スタッフへのインタビューを通じて、仕事の
魅力・やりがいなどを多角的な視点から掘り下げていきます！
あなたの仕事はどんなことを行いますか？
　私の仕事はいわゆる「レントゲン」と呼ばれるものを撮る仕事です。放射線を
安全に利用し、さまざまな機械を用いて体内の状態を写し、医師の診断に役立て
ます。機械で得られた情報から、立体的な３次元画像を作成したりもします。ま
た、人体に悪い影響が出ないよう、放射線の量を適切に管理することも行なって
います。さらに、磁気を利用した MRI という機械も使って検査を行っています。
仕事における「やりがい」は何ですか？
　私たちの仕事は病気を正確に写し出す仕事です。医師の指示のもと検査を行
いますが、検査の仕方にもテクニックが必要です。同じ夜空の写真を撮るにし
ても、暗い写真と、細かい星々まで繊細に写る写真に分かれます。体の中の写
真を撮る際にも、隅々まで綺麗に写すことは、患者さんの病気の発見に役立て
られますし、やりがいに感じます。
「私たちこんなこともやっています」というものがあればご紹介く
ださい！
　当院の放射線科では、診療放射線技師と企業が協力をして、患者さんの MRI 検
査の質が良くなる補助具の改善や開発に関わりました。従来は、お腹の検査の際
に重い機械を載せていましたが、載せなくても良くなるよう検討し、とても楽に
検査ができるようになりました。また、患者さんの負担を増やさずに、画像がよ
り綺麗になるようなパッドの開発にも取り組みました。これからも仙北市民のよ
り良い検査環境の向上に努めていきたいと思います。
市民の皆さまへメッセージをお願いします！
　病気の早期発見はとても重要です。日頃からご自身の体をどこまで把握され
ているでしょうか。ついつい「自分のことは自分でわかる」と思いたくなりま
すが、自覚症状が無い『起こり始めの病気』というのはたくさんあります。当
院では画像を利用した健康診断や人間ドック、肺がん検診、マンモグラフィ、
　　　無痛 MRI 乳がん検診などを行っています。利用の機会をご検討いただ　
　　き、自分の体を見つめ直してみるのはいかがでしょうか。

特集

市立角館総合病院　放射線科
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画像検査で病気の早期発見を !!
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宝くじの助成金を活用して
　　　　　　　　防災資機材を整備しました
　西木地区の桁沢・福田自主防災会は、一般財団法人
自治総合センターの宝くじ助成金を活用し、災害時の
活動拠点として使用するために「アルミテント３張」
を整備しました。
　このたびの整備により、さらなる地域防災活動の強
化が期待されます。

【宝くじの助成金（コミュニティ助成事業）とは】
　宝くじの社会貢献広報事業として、安全な地域づく
りと共生のまちづくりなどに対して助成を行い、地域
のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、
地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するた
めに行われています。

　独立行政法人日本スポーツ振興センターが実施す
るスポーツ振興くじ助成は、スポーツくじの販売によ
り得られる収益をもとに、地方公共団体およびスポー
ツ団体が行う、 スポーツの振興を目的とする事業が対
象となります。
　2026 第 39 回田沢湖マラソンは、この「スポーツ
振興くじ」を活用して、大会を実施しました。
　助成金交付決定額：6,400,000 円
　スポーツ振興くじの理念は下に記載のサイトで詳し
く紹介されています。ぜひご覧ください。

2026

第 39回
田沢湖マラソン

笑顔も深さも日本一！！
～ 田沢湖ブルーを駆けぬけろ ～

　９月 20 日、第 39 回田沢湖マラソンが田沢湖畔周回コースを主会場に開催
されました。
　今大会には、相互交流のある台湾高雄マラソンのランナーなど、国内外あ
わせてフル・20 キロ・10 キロ・ペア（３キロ）マラソンの４種目に総勢 3,465
人のランナーが参加しました。
　8 時 30 分にフルマラソン、9 時に 20 キロ・10 キロ・ペアの３種目が号砲と
ともに一斉にスタート。美しい田沢湖の景色を堪能しながら、選手たちは自身
の目標タイムのゴールを目指して、沿道に集まった観客から声援を受けながら
ペースを刻み、3,372 人が完走しました。
　ゴールでは、完走の喜びを噛みしめ笑顔でフィニッシュする選手の姿がたくさ
ん見られました。

　フルマラソン男子総合では渡邊晋史さん（東京都）
が２時間 24 分34 秒で 2 連覇、女子総合では平山
茜さん（青森県）が 2 時間 50 分 9 秒で初優勝を
果たしました。
　田沢湖マラソンは、たくさんのボランティアの皆
さまのご協力をいただいています。ご協力をいただ
いた皆さま、沿道で応援くださった皆さまに感謝し
ます。ありがとうございました。
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各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶男子 5 年 100m　優勝　田村 新（桧木内小）

　9 月 13 日、秋田県立中央公園県営陸上競技場で開催された秋田県小
学生陸上競技交流大会兼秋田県少年少女陸上競技大会において、田村新
さんが男子５年 100m で第１位となりました。　
　田村さんは、11 月 22 日に MUFG スタジアム（国立競技場）で開催
される第 42 回全国小学生陸上競技交流大会に出場し、全国の舞台に挑
みます。

▶優勝　三浦凛莉（生保内中）

　9 月 17 日、秋田県生涯学習センター本館で開催さ
れた第 79 回秋田県中学校英語暗唱弁論大会において、
三浦凛莉さんが優勝しました。
　三浦さんは、姉妹校である台湾の北投中学校との交
流を通して、完璧な英語でなくても生き生きと英語を
話し、相手を理解しようとする生徒の姿に感銘を受け、
その体験から気づいた「自分自身であること」の素晴
らしさについて表現しました。
　

第７９回秋田県中学校英語暗唱弁論大会

秋田県少年少女陸上競技大会

第２４回 東北学童軟式野球新人秋田県大会

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

〈敬称略〉

▶優勝　西木 Jr. B.C. スポーツ少年団

　9 月 19 日から 21 日、横手市で第 24 回東北学童軟
式野球新人秋田県大会が開催され、西木 Jr. B.C. スポー
ツ少年団が見事な成績を収めました。決勝では湯沢東
を 7 対 1 で破り、県大会を制しました。
　また、10 月 3 日から 4 日まで北秋田市で開催された
東北大会に秋田県代表として出場しました。

【写真】
前列左から伊藤颯真さん、田村新さん、浅利亮介さん
後列左から佐藤和人監督、佐藤海翔さん、国安泰地さん、
高橋夢叶さん

　上桧木内の紙風船上げ行事が「第 48 回サントリー地域
文化賞」を受賞し、10 月 5 日、保存委員会役員が角館上
野庁舎を訪れ市長へ受賞の報告を行いました。
　上桧木内の紙風船上げは、五穀豊穣や無病息災、家内安
全などを願い、紙風船を冬の夜空に打ち上げる地域の伝統
行事です。地域の人口減少や高齢化が進む中でも、住民が
力を合わせて伝統を守り続けています。
　今回の受賞では、長年にわたり地域に根付き、住民同士の
つながりを育みながら伝統文化を継承してきた活動が評価さ
れました。阿部明雄会長は「地域には課題もあるが、素晴ら
しい賞をいただき、これからも頑張っていきたい」と語り、
地域のみんなで受賞を喜びたいと話しました。

上桧木内の紙風船上げがサントリー地域文化賞を受賞

　9 月 24 日、仙北市とアース製薬株式会社との包括連携
協定締結式が行われました。
　仙北市は 2019 年 3 月、地域社会の発展と市民の健康増
進に寄与することを目的に、株式会社バスクリンと包括連
携協定を締結していました。今年 1 月、株式会社バスクリ
ンがアース製薬株式会社と合併したことに伴い、これまで
の連携を引き継ぎ、新たに包括連携協定を締結することと
なりました。
　今回の協定では、これまで取り組んできた温泉に関連し
た連携に加え、アース製薬が持つ知見を生かした健康・衛
生に関する取り組みや、災害時の支援などが新たに連携事
項として加わりました。

　締結式では、田口知明市長とアース製薬株式会社取締役
副社長執行役員の降矢良幸氏が協定書に署名し、今後のさ
らなる連携を確認しました。

仙北市とアース製薬包括連携協定を締結

LP ガスポータブル発電機を寄贈
一般社団法人秋田県 LPガス協会

善意ありがとうございます

　9月25日、一般社団法人秋田県 LPガス協会から、
LP ガスポータブル発電機を寄贈いただきました。
　贈呈式では、同協会の高橋弘隆会長から田口市
長へ寄贈の目録が贈呈されました。
　同協会では、社会貢献活動の一環として、令和 6
年度から災害時におけるLPガスの有用性を広く周知
するとともに、県内市町村などへ発電機を寄贈する活
動を行っています。　　　　　　　　　　　　　　 
　今回寄贈いただいた発電機は、災害時のエネル
ギー確保に役立つものであり、地域防災力の向上に
つながることが期待されます。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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園児たちが交通安全について学ぶ
　9 月から10 月にかけて、市内 3 つのこども園・保育園で
交通安全教室が開催されました。園児たちは、横断歩道
の安全な渡り方や交通事故を防ぐために大切なことを学び、
交通安全への意識を高めました。
　9 月18 日、にこにここども園では、一日警察署長の秋田
朝日放送株式会社アナウンサーの神下芽衣さんによる交通
安全教室が行われました。園内で横断歩道の安全な渡り方
について実演指導を受けた後、年長児 15人がちびっこ警
察官の制服を着用し、年中・年少児とペアになって園舎前
の道路を横断しました。　　　　　　　　　　　　　　　
　9 月 25 日、白岩小百合保育園では、ちびっこ警察官の
制服を着用した園児が老人ホーム寿楽荘と白岩郵便局を訪

問し、交通安全を呼びかけました。また、園の前の道路で
は、通行する車一台一台に交通安全メッセージカードやシー
ルを配布しました。
　10 月 5 日、角館こども園では、ヤマト運輸株式会社
と合同で体験型交通安全教室が行われました。園児たち
は、トラックの運転席から見えにくい場所があることや、
横断歩道を安全に渡るための方法などを学び、交通事故
を防ぐために気を付けることについて理解を深めました。 
　それぞれの園での学びや体験を通して、園児たちは交通
ルールを守ることの大切さを学びました。

～にこにここども園・白岩小百合保育園・角館こども園～

　9 月 11 日、桧木内小学校の体育館で桧木内小・中
学校防災教室が、10 月 2 日には生保内小学校で 5・6
年生を対象とした防災教室が開催されました。両校と
も日本赤十字東北看護大学の及川真一さんを講師に迎
え、災害への備えや、災害時に自分や家族の身を守る
ためにできることについて学びました。 
　教室では、昨年 8 月の豪雨災害を例に、水害などの
災害の怖さや、災害時に必要な行動について考えまし
た。桧木内小・中学校では、児童・生徒のほか地域の
方も参加し、意見を出し合いながら、避難所で使用す
る段ボールベッドやテントの組み立てを体験しました。
生保内小学校では、断水や停電を想定した炊飯方法や、
ペットボトルを使って水を出したり止めたりする方法
に挑戦しました。 
　それぞれの体験を通して、災害時には「日常の当た
り前」が通用しなくなることを学びました。万が一の
事態に備えて必要な知識を身につけるとともに、防災
への意識を高めるよい機会となりました。

災害時の行動を考え、備える
～桧木内小・中学校、生保内小学校防災教室～

　9 月 12 日、能代市のプラザ都で開催された「あきた
元気ムラ大交流会 2026 in のしろ」に、田沢地域から 4
名が参加しました。
　この交流会は、あきた元気ムラ登録地域、自治会などが
集まり、地域づくり活動の事例発表や交流を通じて、地域
の活性化につなげることを目的に開催されたものです。
　試食交流会では、田沢地域から「ゆべし」「あさづけ」「ミ
ズの生姜あえ」を提供しました。来場者からは「おいし

い」「どうやってつくるの」などの声が聞かれ、多くの
方に味わっていただきました。
　参加者は、県内各地の地域づくり団体との交流を深め
ながら、それぞれの地域で取り組まれている活動につい
て情報交換を行い、今後の地域活動の参考となる貴重な
機会となりました。

県内各地との交流で地域づくりを学ぶ
～あきた元気ムラ大交流会 2026 in のしろ～

「たつこ姫伝説」ゆかりの地を巡る
　西明寺小学校では、地域の特色を知り、地域への愛着
をもつことを目的に、全学年で「くりっこ探検隊」活動に
取り組んでいます。
　３年生は、「たつこ姫伝説」を通して田沢湖の文化遺産
にふれ、地域のよさや魅力を広めるために何ができるかを
考える活動に取り組んでいます。９月１７日に「たつこ姫伝
説」ゆかりの地を巡りました。今年は２年後に統合する桧
木内小学校３年生も一緒に活動しました。
　院内にある「たつこ誕生の地」を皮切りに、同じく院内
にある「大蔵神社」、たつこ像のある「浮木神社」、「御座
の石神社」、「田沢湖クニマス未来館」の５か所を訪れまし
た。それぞれの場所では、地域学校協働活動推進員の方
や地域ボランティアの方が由来や史実などをくわしく説明し
てくれました。子どもたちもメモを取りながら真剣に説明を
聞いていました。　
　田沢湖には何度も来たことのある子どもたちですが、今
まで目にしたことのない場所や隠れた史跡を直接見ること
ができ、田沢湖の文化遺産への思いを深め、地域のよさを

改めて感じることができた一日となりました。素晴らしく晴
れ上がり、美しい田沢湖を背景にしながらの活動にもなり
ました。

～地域学校協働活動 西明寺小と桧木内小～

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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たつこ像のある浮木神社



　9 月 27 日、「北緯 40 度秋田内陸リゾートカップ第
34 回 100 キロチャレンジマラソン」が開催され、県内
外から 807 人が出走しました。100 キロの部に加え、
新設された 70 キロと 50 キロの部も行われ、ランナー
たちは厳しいコースに挑みました。沿道では地域住民が
手作りの看板や太鼓などで声援を送り、約 1,900 人の
ボランティアスタッフも大会を支援。地域の温かな応援
を受けながら、ランナーたちはゴールを目指して力走し
ました。

秋田内陸を駆け抜ける
～北緯 40 度秋田内陸リゾートカップ 第 34 回 100 キロチャレンジマラソン～

　９月 28 日、JCCCA 全国地球温暖化防止活動推進セ
ンターによる環境学習（気候変動・地球温暖化）が、生
保内中２年生家庭科の授業で行われました。「家を考え
てみよう」をテーマに昔から現在にかけての家の機能の
変化やこれからの住まいに必要な要素を探究するため、
国指定重要文化財「草彅家住宅」を見学しました。
　当日は、歴史的建造物を守り続ける草彅郁太郎さんか
ら「暮らしの知恵、職人の技術、地域の歴史を未来につ
なぐ家」についての説明を受けました。講師の㈱やまと
建築事務所の松塚智宏さんからは「草彅家は 200 年前
の江戸時代から残る価値ある建物。素材や床、壁、窓、
天井などたくさん見て学んでほしい」とのお話がありま
した。参加した千葉明音さんは「昔の人は現代のような
設備がなくても、知恵を生かして生活していたことが分
かった」と振り返り、今後の学習の広がりが期待される
見学となりました。

　12 月 11 日㈮（13 時 30 分～ 15 時 30 分）には、仙
北市民会館でケンタロ・オノ氏を講師に、地球温暖化に
よる水没の危機に直面しているキリバスについて学ぶ講
演会が開催されますので、ぜひお越しください。

先人の知恵と技術から学ぶ
～環境学習（草彅家住宅見学 ) 生保内中学校～

生保内節の伝統、次代へつなぐ
～第 39 回生保内節全国大会～

　9 月 29 日、神代小学校の 5 年生が、秋田内陸線沿線
の田んぼアートの稲刈りを行いました。これは、小松・
東前郷地区環境保全協議会が、内陸線を応援するために
毎年行っている事業です。収穫したあきたこまちは、支
援米として被災地や子ども食堂、ボランティア団体など
に提供されます。
　児童たちは、6 月に自分たちで植えた色とりどりの稲
を、地域の方々と協力しながら丁寧に刈り取りました。
田植えから稲刈りまでの体験を通して、米づくりの大変
さや収穫の喜びを感じる機会となりました。
　今年の田んぼアートは、江戸時代の浮世絵師・東洲斎
写楽の役者絵をモチーフに制作され、秋田内陸線の車窓
からも多くの人を楽しませました。

田んぼアート、収穫の季節
～秋田内陸線沿線で稲刈り 神代小学校～

　10 月 4 日、市民会館を会場に「航空自衛隊北部航空
音楽隊コンサート」が開催されました。平成 18 年に始
まった同コンサートは、今年で 21 回目。入場無料のチ
ケットは配布開始後、ほどなく予定枚数に達する人気ぶ
りで、当日も会場は多くの来場者で埋め尽くされました。
　クラシックから映画やアニメ、ドラマの楽曲まで幅広
いジャンルの曲が披露され、華やかで迫力のある吹奏楽
の演奏に、会場からは大きな拍手が送られました。軽快
な曲では手拍子が起こるなど、会場は終始和やかな雰囲
気に包まれ、訪れた人たちは心躍る音楽のひとときを楽
しみました。

響き渡る吹奏楽の音色、会場を魅了
～航空自衛隊 北部音楽隊コンサート～

　10 月 11 日、第３回せんぼく桜スクール「秋の和太
鼓体験教室」が大曲支援学校せんぼく校体育館で開催さ
れ、卒業生や在校生、市民の方など、関係者あわせて約
50 人が参加しました。
　参加者は太鼓の音やリズムにふれながら、演奏する楽
しさを体験し、終了後には、茶話会や近況報告が行われ
るなど、久しぶりに顔を合わせた参加者同士が和やかな
時間を過ごしました。今年で４年目を迎えた和太鼓体験
教室では、交流を深め合いながら、世代や立場を超えた
人と人とのつながりを感じられる、笑顔あふれるひとと
きとなりました。

演奏体験で広がる笑顔と交流の輪
～秋の和太鼓体験教室～

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

2626Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations2727 広報せんぼく広報せんぼく 2026-112026-11

　9 月 26 日、仙北市民会館で第 39 回生保内節全国大会が開催
され、一般の部 82 人、年少者の部 13人が出場し、磨き上げた節
回しを披露しました。
　入賞者は、次のとおりです。＜敬称略＞

【一般の部】 ▶最優秀賞／佐々木深里 ▶優秀賞／嵯峨泉稀、髙橋
邦子、茂木空、川井ふたば ▶敢闘賞／澁谷四郎、高橋健一郎、
伊藤久美子、佐藤貞美子、槻舘恭治、櫻田陽子、国柄ミヨ子、
髙橋貞子、大川あけみ、長谷川芽咲

【年少者の部】 ▶最優秀賞／佐藤茉侑 ▶優秀賞／嶺脇海翔、畠山
咲、浦田詩歌 佐々木深里さん 佐藤茉侑さん

場所：田沢湖小松字野中（内陸線沿線）



　10 月 16 日、上桧木内地区の山鳩館などを会場に、孤
立集落防災訓練が行われました。昨年の大雨災害を踏ま
え、大規模災害によって集落が孤立した状況を想定し、
内閣府、秋田県、仙北市が連携して実施したものです。 
　訓練では、避難の呼びかけや要配慮者の避難支援、山鳩
館体育館での避難所開設など、災害発生時の対応を確認し
ました。また、災害時を想定した炊き出しも実施されました。
　このほか、市役所田沢湖庁舎の災害対策本部との映像
伝達訓練なども行われ、関係機関が連携して対応する手
順を確認しました。災害による集落の孤立に備え、地域
の防災力を高めるための貴重な機会となりました。

　　　

災害による集落の孤立に備えて
～孤立集落防災訓練 上桧木内地区～

角館の町並み、守り継いで 50 年
～仙北市角館 重要伝統的建造物群保存地区選定 50 周年記念シンポジウム～

　10 月 11 日、田沢湖畔の田沢湖 ORAE で、櫻井智田
沢湖振興会の発足を記念したムービーライブが開催さ
れ、関係者やファン、地元住民などが映像を楽しみなが
ら交流を深めました。
　振興会発足のきっかけは、アイドルや声優として活躍
した櫻井智さんと田沢湖との縁です。療養のため田沢湖
周辺に滞在した櫻井さんは、地域の人々との交流を通し
て、田沢湖の自然や人の温かさに魅了されました。2025
年 8 月に逝去された櫻井さんと地域とのつながりを大切
にし、その縁を未来へとつなげようと、地元の飲食店関
係者や所属事務所関係者らが振興会を発足させました。

　今後は、田沢湖の魅力発信や地域のにぎわいづくりに
取り組み、人と地域のつながりを広げていくことを目指
しています。

櫻井智さんの思いを田沢湖の未来へ
～田沢湖振興会発足記念ライブを開催～

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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心豊かな教育文化のまち《仙北市教育委員会だより》

きたうら
第 179 号

秋
の
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覚
の
収
穫

　
　
　     

サ
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マ
イ
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り

    

　
　
　
　
　 (

西
明
寺
小
学
校
）

　
9
月
29
日
、
西
明
寺
小
で
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
全
校

児
童
が
縦
割
り
班
に
な
り
、
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
賑
や
か
に
収
穫
し
ま
し
た
。

６
月
に
植
え
た
苗
が
大
き
く
育
ち
、
た
く

さ
ん
の
イ
モ
が
な
っ
て
い
る
様
子
に
児
童

た
ち
は
大
興
奮
。
懸
命
に
土
を
掘
り
起
こ

し
ま
し
た
。
移
植
ご
て
を
使
っ
て
い
た
児

童
も
、
最
後
は
イ
モ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

丁
寧
に
手
で
掘
り
出
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
大
き
な
イ
モ
を
見
つ
け
て
も
掘
り
出

す
の
が
大
変
な
班
も
あ
り
、「
こ
れ
大
き

い
ぞ
！
」「
ま
だ
埋
ま
っ
て
る
！
」「
い
け
、

い
け
！
」
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
楽

し
そ
う
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
５
年
の

小
田
長
志
流
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
協
力
し

て
で
き
た
。
上
手
に
掘
れ
て
す
ご
く
嬉
し

い
」、
６
年
の
門
脇
康
一
郎
さ
ん
は
「
イ

モ
が
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
た
。
手
で
掘

る
の
も
楽
し
い
」
と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま

し
た
。
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、な
べ
っ

こ
で
全
校
児
童
で
い
た
だ
き
ま
す
。
５
年

の
進
藤
泰
貴
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
掘
っ
た

イ
モ
を
食
べ
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
特
別
活
動
で
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
。

生
保
内
小
に
は
、
運
動
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
10
月
１
日
、
地
域
の
老
人

ク
ラ
ブ
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
得
意
な
高
齢
者
の

皆
さ
ん
で
す
が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

体
育
館
で
ペ
タ
ン
ク
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
始
め
の
挨
拶
で
支
部
代
表
が「
み
ん

な
と
楽
し
み
た
い
」と
声
を
掛
け
る
と
、
児
童

た
ち
も
元
気
に
呼
応
。
当
日
は
高
齢
者
９
名
、

児
童
18
名
が
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。「
行
き
ま
す
！
」「
う
ま
い
、
う

ま
い
！
」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
上
手
！
」と
互
い
に

声
を
掛
け
合
い
、
頭
を
な
で
ら
れ
て
嬉
し
そ
う

に
微
笑
む
児
童
の
姿
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
５
年
の
高
橋
昊
大
さ
ん
は「
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
と
き
、
成
功
す
る
と
嬉
し
い
」、
６
年
の
松

本
陽
菜
さ
ん
は「
黄
色
の
球
の
ギ
リ
ギ
リ
近
く

を
狙
う
の
が
面
白
い
」と
笑
顔
を
見
せ
、
世
代

を
超
え
て
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
ペ
タ
ン
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

(

生
保
内
小
学
校
）

清
流
祭
　
　
　
　 (

桧
木
内
中
学
校
）

　
「
絆
～
み
ん
な
が
主
役
、
私
た
ち
の
ラ

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
～
」を
テ
ー
マ
に
最
後
の

学
校
祭
が
10
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
体
育
館
は
満
員
と
な
り
、
生
徒
た

ち
の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
一
体
感
あ
ふ
れ
る
ダ
ン
ス
や
心
揺
さ
ぶ

る
吹
奏
楽
の
演
奏
、
目
を
奪
う
全
校
ダ
ン

ス
に
加
え
、
創
作
劇
で
は
昔
の
映
像
や
地

域
の
歴
史
が
表
現
さ
れ
、
涙
を
流
す
地
域

の
方
々
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
終
盤
の

全
校
合
唱
で
は「
ふ
る
さ
と
」や
上
檜
木

内
中
学
校
、
桧
木
内
中
学
校
の
校
歌
が
美

し
く
響
き
渡
り
、
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
ま
し
た
。　

　
生
徒
会
長
の
阿
部
れ
な
さ
ん
は「
桧
木
内

中
の
長
い
歴
史
は
閉
じ
ま
す
が
、
私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
も
桧
木
内
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
こ
の

地
域
に『
元
気
・
温
も
り
・
感
動
』を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と

挨
拶
し
、
最
後
の
清
流
祭
を
閉
じ
ま
し
た
。

抱
返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

 

　
　
　
　
　(

神
代
小
学
校
・
神
代
中
学
校
）

　
10
月
６
日
、
紅
葉
祭
に
向
け
て
抱
返
り
渓
谷

周
辺
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
神
代
中
全
校
生
徒
と
神
代
小
６
年

生
が
参
加
。
河
原
の
草
集
め
、
神
社
境
内
や
顕

彰
碑
の
清
掃
、
駐
車
場
や
遊
歩
道
の
落
ち
葉
掃

き
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
児
童
生
徒
た
ち
は
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
胸
に
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
最
後
ま
で
熱

心
に
作
業
に
励
み
ま
し
た
。
作
業
開
始
時
は
曇

り
空
で
し
た
が
、
終
わ
り
を
迎
え
る
頃
に
は
爽

や
か
な
晴
天
と
な
り
、
児
童
生
徒
の
頑
張
り
を

温
か
く
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
神
代
小
６
年
の
古
賀
洋
海
さ
ん
は「
思
っ
て

い
た
よ
り
大
変
な
作
業
だ
っ
た
け
れ
ど
、
き
れ

い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
来
て
く
れ
る
み
ん
な

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」、
神
代
中
３
年
の
八

柳
璃
空
さ
ん
は「
地
域
の
た
め
に
な
る
活
動
が

で
き
て
嬉
し
い
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
頼
も

し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の
美
化
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
む
素
晴
ら

し
い
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

上級生は 1・2 年生にやさしく教
えながら最後は収穫の体験をさせ
てあげる優しいお兄さん、お姉さ
んでした。

6 年の鈴木桜子さんはいつも年齢が同じ人とし
か遊んだことがないので、高齢者と一緒にゲー
ムができて面白かったと振り返りました。

【抱返り紅葉祭】
10 月 20 日 ㈫～ 11 月 15 日 ㈰

　10 月 18 日、仙北市角館交流センターで、昭和 51 年
に重要伝統的建造物群保存地区に選定されてから 50 年
の節目を記念するシンポジウムが開催され、県内外から
約 180 人が参加しました。
　これまで町並みを守ってきた表町丁内会、東勝楽丁町内
会、角館伝建群保存地区の町並みを守る会、角館北地域自
主防災会に感謝と敬意を表し、感謝状が贈呈されました。
　基調講演、角館中学校 2 年生による課外学習の成果発
表を行ったほか、パネルディスカッションでは、これま
での歩みを振り返りながら、町並みを未来へ継承してい
くための課題や展望について考えました。

このシンポジウムは、一般財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業により、実施しました。
コミュニティ助成事業とは、宝くじの受託事業収入を財源とする助成金により、地域のコミュニティ活動の発
展と住民福祉の向上に寄与する社会貢献広報事業です。



11
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

日にち 受付時間 内容

5日㈭・17日㈫ 9:00 ～ ・個別面談（保健師、管   
　理栄養士など）
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成10日㈫・25日㈬ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確
認できるもの（運転免許証、パスポートなど）　④妊婦健康相談票（ア
ンケート用紙）　⑤妊婦支援給付金申請のため妊婦本人名義の口座情報
が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付

日にち 健診名 対象者 受付時間

12日㈭ 5 歳児
健診

R3 年 10月 17日～
12月 2日生

詳細は個別で
お知らせします

19日㈭ 1 歳 6 か月児
健診 R7 年 3月・4月生 12:45～13:00

26日㈭ 4・10 か月児
健診 R8 年 7月・R7 年 12月生 13:00～ 13:15

乳幼児健診

月

電話相談 時間 平日 8:45 ～ 17:00 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

　市内 4 か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。入園していないお子さんと、お母さん、
お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、どなたで
も参加できます（随時、園を開放しています。月～金曜
日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

日にち 対象月齢 対象者 受付時間

4日㈬
5 か月児 R8 年 5月生 10:00 ～ 10:15

7 か月児 R8 年 3月生 9:30 ～ 9:45

離乳食教室『もぐもぐランド』

◆場所  健康管理センター（角館） ◆問合せ  こども家庭センター  ☎43-3305

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

 なかよしひろば（にこにここども園内）なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

   5 日木／こども園であそぼう！
12 日木／手作りおもちゃをつくろう！
26 日木／お誕生会・身体測定をしよう！
★準備の都合上、ご利用２日前までにご連絡ください。
★水分補給できるものをご持参ください。　
★天気がいい日は、園庭で遊びます。帽子、外靴、着替え、　
　汗拭きタオルを持参してください。　　　　　　　　　

さくラッコのイベントは無料です！さくラッコのイベントは無料です！

だしっこルームとわいわい広場の情報
は、仙北市ホームページのほか、はなさ
き仙北のホームページからもご確認いた
だけます。 仙北市 はなさき仙北

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  4 日水／�好きなおもちゃで遊んでみよう！
11 日水／�秋の自然に触れてみよう♪
　　　　　～落ち葉やまつぼっくりで遊ぼう！～
25 日水／お誕生会をしよう！
　　　　　10 月・11 月のお誕生会をします。
　　　　　身体測定もします。
★お子さんと保護者の方の飲み物をご持参ください。
★お子さんの着替えの準備もお願いします。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
11月の開放日 （毎週水・木・金曜日10：00～15：00）

　水曜日 　4 日・11 日・18 日・25 日
　木曜日 　5 日・12 日・19 日・26 日
　金曜日 　6 日・13 日・20 日・27 日
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ
越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も
ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に
遊びにきてくださいね。
★�お子さまのお誕生月に遊びに来てくれた方には、粗品をプ

レゼントします！

予約予約
不要不要

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

16日㈪ 10:00～11:30 助産師さんによる妊娠中・出産・産後・
育児の相談ができます。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

2日㈪、9日㈪、16日㈪、
24日㈫、30日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 16 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

子育てサポート　「はっぴい・マム」
※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山

側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

角館町田町上丁69-1（角館児童館2F）

☎080-1663-4494問
合
せ

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！

→
→

あつまれ！0歳児 !!
　　　　　　　「お昼寝フォト週間」

（0歳児以上のお子さんも参加可能です）

25 日水  ～ 27 日金  
　お昼寝アート　
　季節の壁紙をバックにお子さんをねんねやお座りをさせ
て、写真をパチリ！その時の月齢でしか撮ることのできな
い 1 枚をぜひ撮りにきてください !!
★ 2L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

わくわく広場
「ハーブティー講座」

13 日金

　自分好みのハーブを見つけて、癒しの時間にしましょう！
10:30～11:30

4 日水／だしのこ園で遊ぼう！
18 日水／身体測定をしよう！
  ★お子さんの飲み物、オムツ、着替えなどを持参してくだ    
　  さい。　
  ★天気の良い日は園庭で遊んだり、散歩に出かけたりする   
　  こともありますので、帽子や外靴などを持参してくださ い。

だしっこルーム（だしのこ園内）だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

こどもカレンダーこどもカレンダー1111

日にち 内容 対象者 時間

11日㈬ ベビーマッサージ 2か月後半～
1歳未満

受付 9:15～    9:25
講座 9:30～11:30

おやこで楽しむふれあい講座
※�電話または母子手帳アプリ
「なないろ」by 母子モで申込
みが必要です。

10:00 ～ 12:00

前日までの予約が必要です（0187-43-3305）

「ママのリフレッシュDay」
 

18 日水  10:00～15:00
　10 時～ 15 時の間の 2 時間、お子様をスタッフが託児
していますので、ママのリフレッシュの時間に使ってくだ
さい。
　詳細はお電話か LINE でお問い合わせください。

  4 日水・11 日水／神代こども園で遊ぼう！
18 日水／みんなで一緒に人形劇を鑑賞しよう！
　　　　  【10:00 ～神代こども園にて】
27 日金／手形、足形アートで制作遊びを楽しもう！
★帽子、外靴、着替え、汗拭きタオル、水分等を持参して
　ください。

予 約 制予 約 制
5組5組

予 約 制予 約 制

予約予約
不要不要

個別相談もできますので、希望者は
ご連絡ください

出張さくラッコ「お昼寝フォト」

9 日月

場所 :健康管理センター
　毎週月曜に開放している健康管理センターの「おやこ交
流広場」にお邪魔します！月末開催のお昼寝フォトとはデ
ザインが違いますので、出張限定の写真の撮影に来てくだ
さいね～。
※児童館さくラッコは開放していません。

9:30～11:30 予約予約
不要不要
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・中央公民館
☎43-3535
・田沢湖公民館
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▶�ハザードランプ《芦沢央》
▶�沈黙の患者《南杏子》
▶�隠元《澤田瞳子》
▶�眠れない夜の喫茶店《八木沢里志》
▶ルポクマ襲撃《工藤哲》
▶ポンコツ一家 最後の２年《にしおかすみこ》
▶�シルバー川柳 晴ればれ人生編《みやぎシルバーネット》
▶�手帳愛が止まらない！ LOG LIFE VOL.2
　《KADOKAWA ライフスタイル編集部》
▶大人のためのいいとこ取りごはん《井原裕子》
▶�パンどろぼんとさすらいラーメン《柴田ケイコ／作》
▶�おちばに《海野あした／作・絵》
このほかたくさんの新刊が入っています。

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 11月の
休館日

2 日 ( 月 )、3 日 ( 火・祝 )、9 日 ( 月 )、
16 日 ( 月 )、23 日 ( 月・祝 )、24 日 ( 火・
振替休館 )、30 日 ( 月 )、12 月 1 日（火・
整理休館）

Instagram

フォローお願いします

学習資料館 ☎ 43-3333

◀
『その犬をください』
《逢坂冬馬》
KADOKAWA

▶
『サイチカのワードローブ』

《サイチカ》
NHK 出版

学習資料館
ホームページ

11月の
休館日

2 日 ( 月 )、3 日 ( 火・祝 )、9 日 ( 月 )、
13日(金)～23日(月)【特別整理休館】、
30 日 ( 月 )、12 月 1 日 ( 火・整理休館 )

▶�長崎出島かれいどすこうぷ《永井紗耶子／著》
▶�ミシェル・フーコー著作集 新訳版 監獄の誕生─監視と

処罰─《ミシェル・フーコー／著、慎改康之／訳》
▶�ロベール・クートラスをめぐる断章群《堀江敏幸／著》
▶��謎解きレシピをめしあがれ《京橋史織／著》
▶�とびだせ！科学だモン 1 ─キラキラ！「光の正体」編

─《キム・サンウク／原案、キム・ハヨン／文、チョン・
スンギュ／絵、カン・シンチョル／監修、全彩香／翻訳》

▶�小さく暮らす─ 25㎡のゆたかな生活─《大木奈ハル子／著》
▶�新版 宇野千代 女の一生《宇野千代／著、藤江淳子／著、

小林庸浩／著、ほか》
ほかにもたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

おはなしおはなし玉手箱玉手箱

おとなもどうぞ！

※入場無料
21日㈯ 10:00～

11月11月  とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日
9：00～ 12：00

「幻想文学の世界を旅する」

≪ 11月のテーマ展示≫

イベント情報 自分で染めて編む手編み教室
かせ糸を好きな色に染め、自分だけの靴下を編みませんか？
( 講師 )簗田ゆう子さん

全2回開催

　好きな色に染める　 11 月 21 日㈯ 10 時 ~12 時
( 会場 ) 仙北市民会館　( 定員 ) 10 名　( 材料費 ) 1000 円
( 持ち物 ) ゴム手袋、エプロン

　靴下を編む　 11 月 28 日㈯ 10 時 ~12 時
( 会場 ) 田沢湖図書館２階　( 定員 ) 10 名　
( 材料費 ) 800 円 [ 輪針 6 号 80 ｃｍ ]

「時代小説　お江戸の料理人」
江戸のまちで心あたたまる
人情と暮らしをささえる料
理人たちの物語を楽しみま
せんか？

※どちらかだけの参加も OK です。

①好きな色に染める①好きな色に染める

学習資料館　読書まつり
～だれでも気軽に、本とすごす秋～

1 日～ 12 日　　　・図書館クイズラリー
1日～12日　　　  ・貸出上限が10冊から15冊に！
7 日　10：00 ～　・うさぎのみみ　おはなし会
７日　13：30 ～　・新潮社記念文学館
　　　　　　　　      朗読ボランティア やさいの花
　　　　　　　　      小さなお話し会

平日の閉館時間が変わります
11 月 24 日㈫から

平日の閉館時間が18時に変わります。

特別整理休館
11 月 13 日㈮～ 23 日㈪は
蔵書点検のため休館します。

②靴下を編む②靴下を編む

読書まつり
二次元コード
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け
ば
な
龍
生
派
家

元
教
授 

大
石
星
華
）

●
受
講
料
／
２
５
０
０
円（
花
材
代
）

●
持
ち
物
／
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
２
日
㈪
～

11
月
20
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

 「
タ
イ
産
の
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
作
る
お
し
ゃ
れ

な
プ
ラ
か
ご
作
り
教
室
」

　
上
品
な
光
沢
と
質
感
の
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
使
っ

た
、
い
く
つ
あ
っ
て
も
嬉
し
い
、
お
し
ゃ
れ
な

プ
ラ
か
ご
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
①
11
月
17
日
、
②
11
月
24
日
、
③
12

月
1
日
、
④
12
月
8
日(

毎
回
火
曜
日
）

　
13
時
～
15
時
30
分 

※�

４
日
間
全
て
受
講
で
き
る
方(

４
日
間
で
完
成
し

ま
す
）

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●�

講
師
／
冨
木
真
喜
子 

氏（
手
づ
く
り
籠
工
房
ｍ
）

●�

受
講
料
／
２
５
０
０
円（
材
料
代)

※
初
回
の
み

●�

持
ち
物
／
は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー
、
チ
ェ
ス
画

鋲
、
ワ
ニ
グ
チ
ク
リ
ッ
プ

※
購
入
希
望
は
別
途
１
２
０
０
円

●
定
員
／
８
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
2
日
㈪~

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

●
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

 「
オ
パ
ー
ル
毛
糸
で
編
む
靴
下
教
室
」

　
編
み
進
め
る
だ
け
で
カ
ラ
フ
ル
な
模
様

が
現
れ
る「
オ
パ
ー
ル
毛
糸
」を
使
っ
て
、

靴
下
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季

節
に
向
け
て
、
足
元
を
彩
る
自
分
に
ぴ
っ

た
り
の
靴
下
を
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●�

日
時
／
11
月
18
日
、
11
月
25
日
、
12
月

２
日
、
12
月
９
日（
毎
回
水
曜
日：
全
４

回
）９
時
～
12
時

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
佐
藤
弘
美 

氏（
グ
リ
シ
ー
ナ
）

●�

受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
代
）

※
初
回
の
み

●�

持
ち
物
／
１
号
５
本
針
、毛
糸
用
と
じ
針
、

は
さ
み

※�

針
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
当
日
購
入
可
能
で

す
。（
１
号
５
本
針：２
０
０
円
、
毛
糸
用
と
じ

針：１
１
0
円
）

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／

  �

11
月
２
日
㈪
～

11
月
13
日
㈮

●�

問
合
せ
／

  

中
央
公
民
館

●�

メ
ニ
ュ
ー
／
黒
糖
バ
ナ
ナ
寒
天
、
サ
ラ
ダ

寒
天

●
受
講
料
／
１
２
０
０
円

●�

持
ち
物
／
タ
ッ
パ
ー（
中
）３
個
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

●
各
回
定
員
／
16
人

●
申
込
期
間
／
11
月
２
日
㈪
～
11
月
20
日
㈮

●�

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

芸術の秋～私のおすすめ集めました～
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相　
談

行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
25
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員
／
河
村
憲
史
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債
務

の
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人
事
業
に

関
す
る
相
談 

▼
高
齢
者
・
障
が
い
者

に
関
す
る
相
談 

▼
交
通
事
故
に
関
す

る
相
談 

▼
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

●�
申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電
話

で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1
人

30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～
14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40

分
～
15
時
10
分 
④
15
時
15
分
～
15
時

45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

令
和
８
年
第
11
回 

お
薬
相
談
会

　
今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、
ご

家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
な

ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
家

に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参
し
た

場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど
お
薬
の

こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の
り
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
24
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、

皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と

住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
行
政
相
談

委
員
は
次
の
３
人
の
方
で
、
電
話
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
定
例
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

《
角
館
地
区
担
当
》
大
楽
進

☎
53ｰ

２
６
９
０

《
田
沢
湖
地
区
担
当
》
鶴
田
和
則 

☎
43ｰ

１
１
１
１(

総
務
課
）

《
西
木
地
区
》�

芳
賀
昭
範

☎
48ｰ

２
３
５
９

●�

11
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

【�

角
館
地
区
】
19
日
㈭ 

交
流
セ
ン
タ
ー

【
田
沢
湖
地
区
】
25
日
㈬ 

田
沢
湖
庁
舎

【
西
木
地
区
】
随
時
電
話
に
て
対
応

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

お
知
ら
せ

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

11
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し

て
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を

く
だ
さ
い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し

ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

11
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

12
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー

▼
16
日
㈪ 

10
時
～
12
時
・
中
央
公
民
館

▼�

18
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
庁
舎 

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会 

総
務
・
地
域
福
祉
課

☎
49ｰ

６
２
４
１ 

介護保険事務所からのお知らせ
　介護予防・日常生活支援総合事業をご存じですか？

　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）は、いつまでも住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよう、介護
予防や日常生活の支援を行う事業です。要支援認定を受けた方や、事業対象者に該当する方が利用できます。

　65 歳以上の方で、基本チェックリストにより生活機能
の低下がみられ、総合事業の利用が必要と認められた方で
す。要介護・要支援認定を受けていなくても、事業対象者
に該当すれば、総合事業を利用することができます。

事業対象者とは？

　基本チェックリストは、心身の状態や普段の様子などに
ついての質問に答えていただくもので、包括支援センター
で受けることができます。事業対象者となった方は、心身
の状態に合わせたサービスなどを選ぶため、まずは包括支
援センターへご相談ください。

基本チェックリストとは？

利用できるサービスの例
・�訪問型サービス：ホームヘルパーなどが自宅を訪問し、

掃除や洗濯などの日常生活の支援を行います。
・�通所型サービス：施設などに通い、運動や体操、交流

などを通じて、生活機能の維持・向上を目指します。
※�利用できるサービスの内容は、心身の状態やお住まい

の地域によって異なります。
　総合事業について詳しく知りたい場合は、包括支援セ
ンターまたは介護保険事務所へお問い合わせください。

問合せ
●�仙北市包括支援センター　☎ 43-2283
●�大曲仙北広域市町村圏組合 介護保険事務所 認定業務班

☎ 0187-86-3912

募　
集

種　目 受付期間 試験日 応募資格

２等陸海空士 11 月 16 日㈪まで 11 月 13 日㈮～ 11 月 20 日㈮の
期間の内 1 日 18 歳以上

33 歳未満
一般曹候補生 11 月 20 日㈮まで 11 月 28 日㈯～ 12 月 6 日㈰の

期間の内 1 日

高等工科学校 1 月 14 日㈭まで 1 月 23 日㈯または 24 日㈰ 15 歳以上
17 歳未満

自
衛
官
募
集

●�

問
合
せ
／
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本

部 

大
仙
地
域
事
務
所

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

１
３
１
３

総
合
県
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
（
２
期
）
の

　
　
　
　
納
期
限
は
11
月
30
日
㈪
で
す

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
ほ
か
、

e
L-

Q
R
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

納
付
書
は
８
月
３
日
㈪
に
発
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振
替
で

　

公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う

に
、
個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し
ま

せ
ん
か
。
金
融
機
関
へ
お
出
か
け
に
な

る
手
間
が
省
け
て
、
安
全
、
確
実
で
す
。

　
県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労
働
金

庫
、
信
用
組
合
、
農
協
な
ど
に
預
金
口

座
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）。

　
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、
み
ず
ほ
銀

行
は
、
県
外
の
支
店
で
も
可
能
で
す
。

　
令
和
９
年
６
月
末
ま
で
に
お
申
し
込

み
さ
れ
る
と
、
令
和
９
年
度
１
期
分
か

ら
個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。

●�

問
合
せ
／

▼�

課
税
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
総
合

県
税
事
務
所
課
税
部
課
税
第
一
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
８

▼�

納
税
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
総
合

県
税
事
務
所
納
税
部
収
納
管
理
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
１

つ
な
が
る
絵
画
展
～
一
枚
の
絵

か
ら
里
親
家
庭
を
想
う
～
作
品

を
募
集

　
秋
田
県
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｙ
が
主
催
す
る
里
親
啓
発
ア
ー
ト

「
つ
な
が
る
絵
画
展
み
ん
な
の
え
」
の

作
品
を
募
集
中
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
想
う
里
親
家
庭
を
１
枚
の
絵
に

表
し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
知

事
表
彰
と
豪
華
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

●�

応
募
方
法
・
応
募
要
領
／
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
特
設

サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限
／
令
和
9
年
1
月
20
日
㈬

●�

掲
示
／
応
募
全
作
品
を
特
設
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
ま
す
。

●�

表
彰
／
グ
ラ
ン
プ
リ
、優
秀
賞
、ジ
ュ

ニ
ア
グ
ラ
ン
プ
リ
ほ
か

●�

副
賞
／
賞
金
5
万
円
、
3
万
円
、
2
万

円
ほ
か

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

☎
０
１
８ｰ

８
３
８ｰ

７
６
７
０

✉info@
tom

o-ny.com

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

笑
い
愛
フ
ェ
ス
タ
in
中
川
小
学
校

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
み
ん
な
が
笑
っ

て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

お
笑
い
芸
人
さ
ん
や
落
語
家
さ
ん
、

あ
の
人
気
マ
ジ
シ
ャ
ン
も
や
っ
て
き
ま

す
。
中
川
地
域
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
お
そ
ば
屋
さ
ん
特
製
の
そ
ば
米
お
に

ぎ
り
や
カ
フ
ェ
店
主
の
淹
れ
る
コ
ー

ヒ
ー
も
無
料
で
ご
提
供
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

※�

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
15
日
㈰

　
10
時
～
12
時
（
9
時
30
分
開
場
）

●�

場
所
／
中
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

旧
中
川
小
学
校)

校
舎
１
階
ホ
ー
ル

●�

問
合
せ
／
中
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

連
絡
協
議
会 

堀
井

☎
０
８
０ｰ

５
５
３
６ｰ

５
４
７
７

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
9
月
受
付
分　
敬
称
略

・
塩
田 

隆
夫
（
岩
瀬
）

・
門
脇 

博
基
（
桧
木
内
字
菅
谷
）

相
続
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
続
登
記
無
料

相
談
会

●�

日
時
／
11
月
15
日
㈰ 

13
時
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

（
大
仙
市
大
曲
住
吉
町
１ｰ

45
）、
県

内
法
務
局
同
時
開
催

●�

定
員
／
▼
相
続
セ
ミ
ナ
ー
（
W
E
B

方
式
）：
20
人
、
▼
相
続
登
記
無
料

相
談
会
：
10
人

●�

相
続
セ
ミ
ナ
ー
講
師
／
秋
田
南
税
務

署
職
員
、
司
法
書
士
、
法
務
局
職
員

●
相
続
登
記
相
談
員
／
司
法
書
士

●�

問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

１
１
２
４

県
労
働
委
員
会
労
働
相
談
会

　
県
労
働
委
員
が
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
、
対
象
者
は
県
内
の
労
働
者
ま
た
は

事
業
主
と
な
り
ま
す
。
電
話
か
予
約
申

込
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●�

申
込
期
間
／
11
月
24
日
㈫
8
時
30
分

～
12
月
7
日
㈪
17
時
ま
で

●�

日
時
／
12
月
15
日
㈫ 

　
14
時
30
分
～
16
時

●�

場
所
／
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
（
秋

田
市
山
王
４ｰ

１ｰ

２
）4
階
労
働

委
員
会
室

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
２
８
４

✉akiroi@
pref.akita.lg.jp

放
送
大
学 

入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
７
年
4
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
年
代
の
約
8
万
4
千
人
以
上

の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し

み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文

学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
1
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
８ｰ

８
３
１ｰ

１
９
９
７
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
目
が
11
月
26

日
㈭
か
ら
2
月
28
日
㈰
ま
で
、
２
回
目

が
3
月
1
日
㈪
か
ら
3
月
15
日
㈪
ま
で
で

す
。

中
川
地
区
運
営
体 

わ
い
わ
い
市
場

　
中
川
地
区
の
「
わ
い
わ
い
市
場
」
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
野
菜
や
手
作
り
手
芸

品
な
ど
の
お
買
い
物
の
ほ
か
、
語
ら
い
の

場
「
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
」、
掘
り
出
し
物

有
り
の
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
、

楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
７
日
㈯
、
8
日
㈰

　
9
時
～
12
時
頃
ま
で

●�

場
所
／
中
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

旧
中
川
小
学
校)

●
共
催
／
三
省
パ
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

●�

問
合
せ
／
黒
澤
ま
で

☎
０
９
０ｰ

７
３
２
２ｰ

６
１
２
５

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
会

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
相
談
時

間
は
１
組
１
時
間
ま
で
と
な
り
ま
す
。

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
14
日
㈯ 

10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時

●�

場
所
／
は
な
び
・
ア
ム
（
大
仙
市

大
曲
大
町
）

●�

申
込
期
間
／
11
月
2
日
㈪
～
10
日
㈫

●
申
込
／
東
北
税
理
士
会
大
曲
支
部

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

０
６
３
０

●�

定
員
／
８
組（
１
組
２
名
ま
で
来
所
可
）
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セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

　
秋
田
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

（
セ
ル
プ
協
）
で
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋

田
に
て
「
せ
る
ぷ
の
わ
」
を
開
催
し
ま

す
。
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
作
る
た

く
さ
ん
の
雑
貨
や
食
品
の
販
売
と
作
業

紹
介
、
ま
た
３
０
０
円
以
上
お
買
い
求

め
の
方
に
は
何
が
当
た
る
か
楽
し
み
な

抽
選
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。
障
が
い
事

業
所
に
仕
事
を
頼
み
た
い
方
は
お
越
し

い
た
だ
き
何
を
し
て
い
る
か
何
が
で
き

る
か
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
10
日
㈫ 

10
時
～
14
時

●�

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ー
ト

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
協
議
会
（
秋
田
県
社
会
福
祉
会

館
内
）

☎
０
１
８ｰ

８
６
４ｰ

２
７
１
５

「
せ
る
ぷ
の
わ
」
を
開
催
し
ま
す

仙
北
警
察
署
か
ら
お
知
ら
せ

①
指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
協
力
を
！

　
令
和
８
年
８
月
末
現
在
、
指
名
手
配

被
疑
者
は
約
６
６
０
人
い
ま
す
。
被
疑

者
の
発
見
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
似
た
人
を
見
た
な
ど
、
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

秋
田
県
津
波
浸
水
想
定
→

角
館
消
防
署
か
ら
お
知
ら
せ

①�

令
和
８
年
度
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
！

「
火
の
確
認 

い
い
日
を
支
え
る 

い
い
習
慣
」

　

秋
田
県
で
は
、
11
月
１
日
㈰
か
ら
７

日
㈯
ま
で
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
へ
の
意
識
を
高
め
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
や
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
期
間
中
、
市
内
の
小
学
校
で
は
、
児

童
、消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
「
防

火
あ
い
さ
つ
運
動
」を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
各
地
域
に
お
い
て
、
火
災
予
防
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②�

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
の

早
期
発
見
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
い
、
正

常
に
作
動
す
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
を
目

安
に
本
体
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

こ
の
機
会
に
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／

▼
角
館
消
防
署 

☎
54ｰ

２
３
０
２

▼
田
沢
湖
分
署 

☎
43ｰ

１
１
３
９

▼
西
木
分
署 

☎
48ｰ

２
３
２
４

消
防
庁
の
お
知
ら
せ
→

　
初
冬
の
ひ
と
時
、
ホ
ッ
コ
リ
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
朗
読
好
き
の

小
学
生
の
皆
さ
ん
も
待
っ
て
い
ま
す
。 

（
飲
み
物
も
あ
り
ま
す
）

●�

日
時
／
11
月
7
日
㈯ 

　
13
時
30
分
～
14
時
15
分
頃

●�

場
所
／
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー 

ラ
ウ
ン
ジ

●
入
場
料
／
無
料 

●
作
品
／
芥
川
龍
之
介
『
ト
ロ
ッ
コ
』、

　

�

大
型
紙
し
ば
い
『
北
沢
に
き
た
八
郎

太
郎
』
ほ
か

●�

問
合
せ
／
冨
岡

☎
０
９
０ｰ

６
２
２
２ｰ

４
２
６
１

新
潮
社
記
念
文
学
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
さ
い
の
花

小
さ
な
お
話
し
会

　

認
知
症
を
正
し
く
知
っ
て
早
期
対

応
！
〜
支
え
あ
う
地
域
を
作
る
た
め
に

〜
を
テ
ー
マ
に
認
知
症
介
護
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

［�

１
部
］
市
立
大
曲
病
院 

院
長 

大
谷
和

生
氏
に
よ
る
地
域
医
療
か
ら
見
た
認

知
症
の
状
況
や
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知

障
害
）
に
つ
い
て
、
認
知
症
治
療
薬

「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」
の
処
方
状
況
、効
果
、

費
用
に
関
す
る
講
演
会
。

［�

２
部
］
認
知
症
の
早
期
発
見
お
よ
び

支
援
体
制
の
強
化
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
取
り
組
み
、
在
宅
介
護
で
の
気

づ
き
な
ど
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

［�

体
験
］
認
知
症
の
人
に
見
え
て
い
る

世
界
の
体
験
や
、
認
知
症
の
方
の
気

持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る「
認

知
症
Ｖ
Ｒ
体
験
」
を
実
施
。

●�

日
時
／
11
月
27
日
㈮ 

▼
講
演 

14
時
～
14
時
50
分

▼�

パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン 

15
時
～
15

時
45
分

※
開
場
は
13
時
30
分

●�

場
所
／
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

フ
ォ
ー
シ

ー
ズ
ン
（
大
仙
市
佐
野
町
２ｰ

４
）

●�

参
加
料
／
無
料

●�

対
象
者
／一般
の
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
の
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係

機
関
の
方
な
ど

●�

申
込
・
問
合
せ
／
「
応
募
フ
ォ
ー
ム
」

ま
た
は
「
電
話
」
に
て
事
務
局
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
０ｰ

９
８
９
０ｰ

０
０
０
９
（
事
務

局 
阿
部
）

大
曲
仙
北
地
域
密
着
型
介
護
事
業
者
連
絡
会

認
知
症
介
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

申
込
フ
ォ
ー
ム
→

　
塾
生
の
田
口
俊
哉・田
村
茂
雄
が「
鼓

動
の
戻
る
思
い
出
の
潟
分
校
」
を
、
同

じ
く
塾
生
の
千
葉
惣
永
が
「
化
石
に
魅

せ
ら
れ
た
私
の
半
生
」
と
題
し
発
表
し

ま
す
。
ま
た
、千
葉
惣
永
氏
所
蔵
の
「
化

石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
28
日
㈯ 

13
時
～

●
場
所
／
思
い
出
の
潟
分
校

●�

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
／
12
時
30
分

に
田
沢
湖
駅
発
の
バ
ス
を
用
意
し
ま

す
の
で
事
前
に
申
し
込
み
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
せ
／
田
村
茂
雄

☎
０
９
０ｰ

３
６
４
４ｰ

０
２
８
４

田
沢
湖
歴
史
再
発
見
塾
発
表
会

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚

染
の
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

●�

主
催
／
認
定
N
P
O
法
人
環
境
あ

き
た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●�

日
時
／
12
月
12
日
㈯ 

13
時
30
分
～

16
時

●�

場
所
／
横
手
市
生
涯
学
習
館
ア
オ
ー

ナ　

ス
タ
ジ
オ
「N

EM
ATTE

か

ま
蔵
」

●�

定
員
／
80
人
（
参
加
無
料
）

●
内
容
／

⑴
基
調
講
演
（
60
分
）

▼�

講
師
／
秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科

学
技
術
学
部 

境
英
一
教
授

⑵
事
例
紹
介
（
60
分
）

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
境
英
一
教
授

①�

県
の
海
岸
漂
着
物
対
策
の
現
状
（
県

循
環
型
社
会
推
進
課
）

②�

河
川
河
口
部
の
状
況
（
N
P
O
法
人

秋
田
パ
ド
ラ
ー
ズ
）

③�

男
鹿
海
岸
の
海
中
の
状
況
（
秋
田
県

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
連
盟
）

④�

海
岸
ゴ
ミ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
状

況
（
秋
田
県
立
大
エ
コ
の
環
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
）

⑶
事
例
紹
介
者
に
よ
る
意
見
交
換

⑷
質
疑
応
答

●�

問
合
せ
／
認
定
N
P
O
法
人
環
境

あ
き
た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

６
７
５
５

✉m
ail@

eco-akita.org

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

海
洋
汚
染
」
セ
ミ
ナ
ー

②�
11
月
５
日
は
「
津
波
防
災
の
日
」

　
沿
岸
で
ス
マ
ホ
が
鳴
っ
た
ら
高
台
へ
！

　
「
東
日
本
大
震
災
」「
日
本
海
中
部

地
震
」
の
死
者
の
大
半
が
津
波
に
よ
る

も
の
で
す
。

●�

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動

▼�

海
か
ら
離
れ
る
・
高
い
場
所
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
高
台
が
な
い
場
合
は
丈
夫

な
建
物
の
高
い
階
へ
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

▼�

警
報
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
す
ぐ

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

津
波
は
繰
り
返
し
来
ま
す
。
警
報
注

意
報
の
解
除
ま
で
避
難
を
続
け
ま
し
ょ

う
。

▼�

防
災
無
線
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
正
確
な

情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
仙
北
警
察
署

☎
53ｰ

２
１
１
１

秋田県警
ホームページ

警視庁指名手配
ホームページ

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
事
前
連
絡
不
要
）。

●�

日
時
／
11
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬

　
10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

●�

日
時
／
11
月
15
日
㈰

　
10
時
～
11
時
40
分

●�

場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
２
階
会
議
室

●�

資
料
代
／
３
０
０
円

●�

テ
ー
マ
／
わ
が
家
の
「
今
」を
知
り 

地
球
の
「
明
日
」を
考
え
る

●
内
容
／

・�水
の
大
切
さ
を
思
い
、私
た
ち
に
で
き

る
こ
と

・た
っ
ぷ
り
の
海
藻
を
食
卓
に

・家
計
簿
記
帳
で
見
え
て
き
た
こ
と

●�

申
込
・
問
合
せ
／
佐
々
木
ま
で

☎
０
９
０ｰ

７
３
３
２ｰ

９
１
７
１

生
保
内
友
の
会

家
事
家
計
講
習
会

　
県
で
は
、
シ
ニ
ア
層
や
障
が
い
の
あ

る
方
な
ど
の
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
応

援
す
る
た
め
、
求
職
者
と
企
業
が
直
接

交
流
で
き
る
「
合
同
就
職
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

① 

障
が
い
者
向
け
合
同
就
職
説
明
会

●�

日
時
／
12
月
２
日
㈬ 

13
時
～
16
時

●�

対
象
企
業
／
障
が
い
が
あ
る
求
職
者

の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
お
り
、
県

内
に
本
社
・
支
社
ま
た
は
営
業
所
を

有
す
る
企
業

② 

シ
ニ
ア
向
け
合
同
就
職
説
明
会

●�

日
時
／
12
月
３
日
㈭

　

 

9
時
30
分
～
12
時
30
分

●�

対
象
企
業
／
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の

求
職
者
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
て
お

合
同
就
職
説
明
会
（
シ
ニ
ア
・

障
が
い
の
あ
る
方
向
け
）
の
開

催
と
参
加
企
業
の
募
集

り
、
県
内
に
本
社
・
支
社
ま
た
は
営

業
所
を
有
す
る
企
業

●�

場
所
／
秋
田
ア
ト
リ
オ
ン
B
１
階

イ
ベ
ン
ト
広
場
＆
多
目
的
ホ
ー
ル

●�

募
集
企
業
数
／
各
説
明
会
30
社
（
予

定
・
先
着
順
）

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
締
切
／
11
月
27
日
㈮ 

17
時

　
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
両
方
の
説
明
会
へ
の
お

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
障
が
い
者
と
シ

ニ
ア
の
活
躍
応
援
事
業
事
務
局

☎
０
１
２
０ｰ

０
２
２ｰ

７
２
８

企
業
申
込
フ
ォ
ー
ム
→

古
典
落
語 

抱
返
り
亭
勘
助

　
角
館
武
家
屋
敷
通
り
の
旧
石
黒（
恵
）

家
で
古
典
落
語
会
を
開
催
し
ま
す
。
地

域
の
方
、
観
光
に
来
た
方
も
大
歓
迎
で

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【�

第
25
回 

角
館
歴
史
文
化
財
in
古
典
落

語
】

●�

日
時
／
11
月
22
日
㈰ 

11
時
～

●�

場
所
／
旧
石
黒
（
恵
）
家

●
演
目
／
「
お
血
脈
」「
茶
の
湯
」

●
入
場
料
／
無
料

●�

問
合
せ
／
山
田

☎
０
９
０ｰ

２
９
８
１ｰ

７
０
０
４

※
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
可

県
南
地
区
秋
田
県
移
住
者
交
流
会

（
子
育
て
世
帯
ミ
ニ
）

●�

日
時
／
11
月
21
日
㈯ 

13
時
～
15
時

●�

場
所
／
大
仙
市
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
「
ま
る
こ
の
ひ
ろ
ば
」

●
人
数
／
10
人
程
度

●�

対
象
／
大
仙
市
、
仙
北
市
、
美
郷
町
、

横
手
市
、
湯
沢
市
、
羽
後
町
、
東
成

瀬
村
へ
移
住
さ
れ
て
い
る
方
で

・
現
在
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
方

・
子
育
て
世
帯
に
な
る
予
定
の
方

●�

申
込
・
問
合
せ
／
（
公
財
）
秋
田
県

ふ
る
さ
と
定
住
機
構

☎
０
１
８ｰ

８
２
６ｰ

１
７
３
１

✉iju@
furusato-teiju.jp

大
仙
民
話
の
会

角
館
武
家
屋
敷 

民
話
語
り

　
「
大
仙
民
話
の
会
」
は
民
話
語
り
を

秋
田
弁
で
語
っ
て
い
ま
す
。「
秋
田
弁
」

の
伝
承
を
大
切
に
し
、「
秋
田
弁
で
語

る
昔
っ
こ
」
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
次
の
日
程
で
民
話
語
り

を
開
催
し
ま
す
。
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
内
在
住
の
方
、
小
学
生
や

中
学
生
の
ご
来
場
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
15
日
㈰ 

▼
1
回
目 

11
時
～
12
時

▼
２
回
目 

13
時
30
分
～
15
時

●�

場
所
／
角
館
公
民
館
（
小
野
崎
家
）

●
入
場
料
／
無
料

●
問
合
せ
／
倉
田
ま
で

☎
０
８
０ｰ

１
８
０
２ｰ

３
３
４
４

🕘10:00～ 15:00
9:30受付開始

角館交流センター

●問合せ／おしごと体験キッズマルシェ実行委員会
✉oshigoto.kids.semboku@gmail.com

子どもたちの「やってみたい！」が見つかる1日♪

詳しくは
Instagramで確認！



柴田尚紀　　 （55 歳・生保内字下高野）

浅利茂美　 　（87 歳・生保内字武蔵野）

髙橋フサ　　 （95 歳・生保内字男坂）

田口アサ　　 （91歳・生保内字源左エ門野）

佐々木フミ子 （91 歳・生保内字久保）

羽﨑勝宣　　 （87 歳・角館東前郷字下道）

髙　トキ　　 （91 歳・神代字三本塚）

大石れい子　 （93 歳・梅沢字西田）

佐藤セツ子　 （93 歳・上菅沢）

高橋定男　　 （77 歳・上菅沢）

佐藤金子　　 （102 歳・岩瀬）

渡邉モト　　 （90 歳・勝楽）

川村キヨ子　 （90 歳・西勝楽町）

加賀谷宏一　 （90 歳・田町上丁）

髙橋シン　　 （94 歳・小勝田中川原）

相馬隆俊　　 （79 歳・薗田家ノ東）

佐藤正　　　 （100 歳・広久内夜蚊台）

太田光彦　　 （44 歳・広久内舟場）

鈴木博　　　 （80歳・上桧木内字西下戸沢）

浅利ヌイ　　 （92 歳・桧木内字高屋）

武藤ナツ　　 （94 歳・桧木内字相沢）

草　ツヤ子　 （97 歳・桧木内字松葉）

齋藤良則　　 （67 歳・西明寺字堂村）

佐藤昭三郎　 （97 歳・門屋字上門屋）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

34人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和8年10月1日現在）

出生
5人 28人

死亡 転入 転出
31人

人口 21,849 人
（－ 32）　

男  10,150 人 （－ 5）
女  11,699 人 （－ 27）
世帯数 10,109 世帯 （－ 13）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から
――99 月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,206 人
角　館 10,159 人
西　木   3,484 人

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

伊藤マスミ　 （85 歳・門屋字下川原）

田口亥之助　 （91 歳・門屋字大野関）

伊藤純郎　　 （89 歳・上荒井字下橋元）

鈴木善郎　　 （94 歳・小渕野字小白川野）

煙山愛子　　 （99 歳・西荒井字塚野腰）

11 /
1 日

２ 月

３ 火

４ 水

５ 木

６ 金

7 土

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00 毎週土曜日）　
P33

●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～）  P33
●やさいの花 小さなお話し会（総合情報センターラウンジ

13:30 ～ 14:15）  P36
●わいわい市場（中川コミュニティセンター（旧中川小学校） 9:00
　～ 12:00）  P35 

８ 日
●わいわい市場（中川コミュニティセンター 9:00 ～ 12:00）
P35

●献血（㈱タカヤナギワンダーモール店 10:00 ～ 11:45、13:15
　～ 16:00）

９ 月 ●「税に関する習字」と「税についての作文」の作品展示
　（㈱タカヤナギワンダーモール店　11/16 まで）  P9 

１０ 火

１１ 水

●マイナンバーカード 時間外交付日  P6
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療セン

ター 13:00 ～ 15:00）  P34
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00

～ 12:00）  P37

１２ 木 ●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館交流センター
13:00 ～ 15:00）  P34 

１３ 金  ●�モルック教室（角館武道館（角館公民館） 13:30 ～ 15:00）
　  P32 

１４ 土

１５ 日

●笑い愛フェスタ in 中川小学校（中川コミュニティセンター（旧
中川小学校）校舎 1 階ホール 9:30 ～ 12:00）  P35
●角館武家屋敷 民話語り（角館公民館（小野崎家） 11:00 ～

12:00、13:30 ～ 15:00）  P36
●家事家計講習会（田沢湖図書館 2 階会議室 10:00 ～ 11:40
P37

１６ 月 ●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館 10:00 ～
12:00）  P34 

１７ 火 ●�タイ産の PPバンドで作るおしゃれなプラかご作り教室（1）
　（角館公民館（小野崎家） 13:00 ～ 15:30）  P32 

１８ 水
●�オパール毛糸で編む靴下教室（1）（西木総合開発センター

9:00 ～ 12:00）  P32
●�仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖庁舎 13:00 ～

15:00）  P34

１９ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）  P34

２０ 金 ●安全（防災）・安心（防犯）・快適（エコ）で住みやすい街づくり・
　家づくりの集い（角館交流センター 13:30 ～ 15:00）  P7 

２１ 土 ●好きな色に染める（仙北市民会館 10:00 ～ 12:00）  P33
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）  P33 

２２ 日
●古典落語 抱返り亭勘助（旧石黒（恵）家 11:00 ～）  P37
●おしごと体験キッズマルシェ（角館交流センター 9:30 ～
　15:00）  P37 

２３ 月

２４ 火

●冬の暮らし、ぶっちゃけどう？オンライン相談会（12:00
～ 13:00）  P8
●�タイ産の PPバンドで作るおしゃれなプラかご作り教室（2）
（角館公民館（小野崎家） 13:00 ～ 15:30）  P32
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30）  P34

２５ 水

●マイナンバーカード 時間外交付日  P6
●�オパール毛糸で編む靴下教室（2）（西木総合開発センター

9:00 ～ 12:00）  P32
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～）  P34
●行政相談所開設日（田沢湖庁舎 13:00 ～ 15:00）  P34
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00

～ 12:00）  P37

２６ 木
●白木で作る小さなブックスタンド（田沢湖庁舎 10:00 ～
　12:00）  P32 
●寒天料理教室（就業改善センター 10:00 ～ 14:00）  P32 

２７ 金

２８ 土 ●靴下を編む（田沢湖図書館 2 階 10:00 ～ 12:00）  P33
●田沢湖歴史再発見塾発表会（思い出の潟分校 13:00 ～）  P37

２９ 日

３０ 月

12/
１ 火

No.410No.410

20262026

111111/ 1      ～12/         1  仙北市カレンダー 日 火

保健・健康に関する情報（P14 ～ P17）、子育てに関する
情報（P30 ～ P31）は、各ページをご確認ください。

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
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3939 広報せんぼく広報せんぼく

草彅心
こ あ
愛（海斗・生保内字街道ノ上）　

高橋海
かいと
輝（弘将・川原町）

梅田勝
かつひ
陽（勝也・小勝田下川原）

高橋琉
る か
楓（聖也・薗田東釣田）

KJ　鍋が恋しい季節となり
ました。私は鍋があったら
生きていけると自負するほ
どの鍋好きです。ナンバー

ワンは、なんといってもおでん。ちく
わぶ、卵、厚揚げは外せません。おで
んで一杯やるのも乙なもの。昔見た時
代劇に、辛子におでんをちょっとつけ
るくらいがうまい、というような場面
がありましたが、私も大いに賛同。辛
子はやっぱり欠かせません。寒い夜、
熱々のおでんをつまみながら一杯。あ
あ、週末はおでんで決まりだな。

広報担当
者の

広報担当
者の

つつ
ややききぶぶ

KT　最近、すっかり釣り
に行く回数が減ってしま
いました。理由はあまりに
も釣れないからです。ど

うにか雪が降る前に爆釣して、釣り
の楽しさを知って、来年もこの趣味
を続けたいものです。ということで、
11月にあと一度だけ釣りに行き、そ
こで来年も続けるかどうかを最終判
断をしようと思います。果たして、
私の釣り人生は来年も続くのでしょ
うか。寒くなってきましたが、今年
の冬も楽しく乗り切りましょう！！

RH　今年のマイトレンド
は「牛」です。牛柄にはまり、
ブランケットやクッション
など、さまざまな牛柄アイ

テムを集めています。この間も、もこ
もこの牛柄ルームウェアをもらい、寒
くなったこの時期に大活躍中です。職
場のデスクにも着々と牛が増えてきて
います。同期に描いてもらった牛のイ
ラストもデスクにしっかりはさみ、気
づけば身の回りが牛だらけに。今年は
どこまで牛が増えるのか楽しみです。
うっしっし(^^♪
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臨時休業延長のお知らせ
　現在、臨時休業中の仙北市民浴場「東風の湯」ですが、原因について調査したところ、機器類の異常ではなく、源泉からの湯
量が減少していることが原因である事が判明いたしました。また、同時に源泉の温度も低下しており、営業再開をお楽しみにさ
れていた皆さまには大変申し訳ございませんが、臨時休業を延長せざるを得ない状況となっております。
　今後につきましては、湯量減少と湯温低下への更なる対応を検討してまいりますので、ご理解ご配慮のほどよろしくお願いい
たします。
　「東風の湯」回数券ををお持ちの方につきましては、角館温泉、花葉館、西木温泉、ふれあいプラザクリオンでもご利用いただ
けます。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）

「忘・新年会プラン」をご予約承り中 !!
今年の忘・新年会もクリオンにお任せ！
お膳コース・卓盛コース各種ご用意しています。
会場予約はお早めに！ぜひお問い合わせください♪

クリオンクリスマスパーティー開催決定 !!
12 月6日㈰
詳細はお問い合わせください。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00

東

リオン角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30花 葉館 時

日帰り休憩プラン　ご予約は4名様より
特製弁当　3,900円／特撰会席　4,900円／旬彩御膳　5,900円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き

忘年会・新年会受付中 !!　ご予約は2名様より
期間：11月9日～2月28日
【日帰りプラン】
花コース　5,000円／葉コース　6,000円／館コース　8,000円
忘年会・新年会プランをご利用の方は、一泊朝食付 7,000 円でお泊り
いただけます。
秋の温泉祭り開催 !!
11月21日～ 23日
※毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00 ～14:00）
※電気設備更新工事のため11月29日～12 月4日は休館予定です。






